






【事業概要】	 

	 日本文理大学における地（知）の拠点整備事業「豊かな心と専門的課題解決力を持つおおい

た地域創生人材の育成」は、本学の建学の精神である「産学一致」に「人間力の育成」「社会・

地域貢献」を加えた教育理念に基づき実績を上げてきた産業界・地域社会を意識した実践活動

を主体とした全学での人間力教育をベースとして、地域課題である少子高齢社会を豊かに乗り

切るために必要な豊かな心と専門的課題解決力を兼ね備える「地域創生人材」育成へ発展させ、

これを地域との実践的協働活動により実現する事業である。県内の少子高齢化が深刻である地

域での「体験交流活動」「課題解決に必要な知識の修得」「ステークホルダーとの協働による

課題解決型学修」を可能とする教育カリキュラム体系への全学的な再編と社会貢献活動との有

機的な接続、それに基づく研究プロジェクト活動の推進を実現する地（知）の拠点改革を実現

し、地域力の向上につなげるものである。	 

【目的】	 

	 本事業の全体の目的は、地域課題である少子高齢社会を豊かに乗り切るために必要な豊かな

心と専門的課題解決力を兼ね備える「地域創生人材」を育成することであり、具体的には、以

下の通りである。	 

Ⅰ．教育	 

大分県内の少子高齢化が深刻であり、本学から 30 分圏内の大分市佐賀関地区及び 1時間

圏内の豊後大野市での「体験交流活動」＋「課題解決に必要な知識の修得」＋「ステークホル

ダーとの協働による課題解決型学修」を学修のサイクルとした教育体系に再編、確立する。ま

た、これらの学修サイクルにおいて、学部、学科横断型の教育カリキュラム体系（副専攻制度）、

連携ゼミ活動を可能とする体制を合わせて確立する。さらには、正課外学習活動も本学におけ

る人材育成（ディプロマポリシー）においては重要な役割を果たすことから、大分の豊かな自

然を活用した教育・社会貢献活動である「大分チャレンジアワード」制度を正課外プログラム

として創設する。以上の取り組みにより、地域を志向した教育カリキュラム体系への全学的な

再編を実現し、地域創生人材を輩出する。	 

Ⅱ．研究等	 

	 	 本学の限られた研究資源（人材、研究時間）の中で、地域の課題を効率的かつ実践的に解

決でき、地域に直接還元できる組織づくりを「産学官民連携推進センター」を窓口として完成

させる。地域ニーズに対応できるよう大学が持つシーズをチームプロジェクトとして編成し、



必要としている企業・地域とのマッチングを図る。これらの取組により、研究プロジェクト活

動の推進を実現する地（知）の拠点改革を実現し、地域の課題解決につなげる。	 

Ⅲ．社会貢献	 

学生の正課活動と正課外活動をリンクさせ、県民と学生の協働学習・協働実践が実現し

やすい環境を整え、学生ボランティア活動がさらに有効なものとなるように発展させる。また、

地域貢献活動や公開講座を拡充し、行政と連携し、「地域創生人材」育成のための「県民参画

講座」を開講する。これらの取組により、地域との実践的協働活動の体制を実現し、地域再生・

活性化を推進する。	 

Ⅳ．全体	 

以上の取組を統括し、学長のリーダーシップのもと、教育改革・改善の調整・推進にあ

たる学長室を有効に機能させる。学内の全学部・学科及びセンター・部局の連携を促進、調整

するほか、「自治体」「地域住民」「地域企業」「関係財団・NPO」等のステークホルダーとの

横の連携を強化し、本事業目的を実現するためのそれぞれの強みを活かした「実践的協働学習

体制」を構築し、地域を志向した教育カリキュラム体系への全学的な再編と社会貢献活動との

有機的な接続、それに基づく研究プロジェクト活動の推進を実現する地（知）の拠点改革、ガ

バナンス改革を実現する。	 



【平成 26 年度事業計画】	 

	 平成 26 年度では、以下の 17 項目を計画する。	 

	 

Ⅰ．教育	 

①	 時間割における「実践型教育実施枠」の確保、地域づくり副専攻の開設	 

②	 正課教育における「体験交流活動」、ゼミ活動における「課題解決型学修」の試行	 

③	 大分をフィールドとした正課外活動の場の増加、「大分チャレンジアワード」の試行	 

（大分市佐賀関地区での活動：②③共通）	 

・１次体験活動（農業漁業）、海岸等の環境保全活動、防犯ボランティア活動	 

・商店街での地域活性化活動の実践	 

・ＮＰＯの経営支援	 

・さがのせきローカルデザイン会議の拡充及び定期的な実施（学生と地域の意見交換）	 

（豊後大野市での活動：②③共通）	 

・１次体験活動（林業）、集落におけるコミュニティ維持活動（福祉支援活動）	 

・エコパークに関連した観光資源発掘活動	 

・学生グリーンツーリズム協会の設立準備	 

	 

Ⅱ．研究等	 

④	 産学官民連携推進センターが中心となり、地域研究のシーズとニーズを調査、整理	 

⑤	 地域志向プロジェクト研究の学内公募、採択	 

⑥	 地域志向プロジェクト研究の実施	 

	 

Ⅲ．社会貢献	 

⑦	 未来志向型の市民対象公開講座「大分学・大分楽」の実施	 

⑧	 地域企業向け地域創生人材講座の実施	 

	 

Ⅳ．全体	 

⑨	 学長室に事業推進ワーキンググループ（ＷＧ）を設置、事業推進・統括（各科目の教育内

容・ゼミ活動内容の精査、実践教育推進のための体制整理、「大分チャレンジアワード」の制

度設計、次年度実施の地域志向科目内容の確認）	 

⑩	 事務補佐職員１名の採用	 

⑪	 地域志向活動推進のためのアクティブラーニング設備の充実	 

⑫	 特任教員（地域コーディネータ）１名の採用	 



⑬	 連携推進会議の開催	 

⑭	 	 事業パンフレット・ホームページの制作・公表、シンポジウムの開催	 

⑮	 本学の地域貢献度、地域ニーズを把握する県民アンケート調査の実施	 

⑯	 地域志向活動推進のためのＦＤ／ＳＤ研修会の実施	 

⑰	 事業検討・評価委員会の開催・年次成果報告書の発行	 

	 





大学が地域の課題解決に取り組む意義・効果大学が地域の課題解決に取り組む意義・効果
大学が地域の

再生・活性化に貢献
↓

大学が地域の課題を
より直視
↓

教育研究の活性化 社 会 貢 献

学生が地域の
課題解決に参画

↓
学生の実践力育成学生の実践力育成 教育研究の活性化 社 会 貢 献

地域の大学に対する期待【背景】地域の大学に対する期待【背景】
地域の課題解決に
応える教育研究を
行ってほしい。

学生が地域社会に
出てから役立つ学びに
力を入れてほしい。

大学が組織的に
取り組む連携体制に
発展させてほしい。

地域の課題解決に
応える教育研究を
行ってほしい。

学生が地域社会に
出てから役立つ学びに
力を入れてほしい。

大学が組織的に
取り組む連携体制に
発展させてほしい。

● 九州地区の採択校

ＮＢＵ日本文理大学

西日本工業大学

大分県立看護科学大学

宮崎大学

琉球大学

佐賀大学・西九州大学（共同申請）

長崎県立大学

熊本大学

熊本県立大学

鹿児島大学

学長のリーダーシップのもと、大学のガバナンス改革を推進
各大学の強みを活かした大学の機能別分化を推進

大学ＣＯＣ事業の狙い大学ＣＯＣ事業の狙い

全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学を支援全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学を支援

ＮＢＵ日本文理大学は、前身である「大分工業大学」の創設（昭和 42年）以来、
一貫して受け継がれている「産学一致」を建学の精神に掲げ、私立大学が持つ柔
軟性・自主性・創意工夫を強みとして、地域産業の発展に貢献する有能な人材を
育成することを使命としてきました。
本学では創立 40周年となる平成 19年に「中期将来計画　チャレンジ 40」を策
定し、建学の精神である「産学一致」に「人間力の育成」「社会・地域貢献」を加
えた3つを教育理念として再編し、“大分”が有する特色の中で、「人間力と専門能力・
職業能力を兼ね備え、地域経済社会の発展のリーダーとなる産業人を育成する」
ことを目標とした教育改革に取り組んできました。
そのような中、文部科学省「平成 26年度 地（知）の拠点整備事業 Center Of 
Community【大学 COC事業】」に本学が申請した取り組みがこれまでの人間力教
育の成果とともに評価を受け選定されました。今後も 3つの教育理念をより強固
につなげ、今の社会に必要とされる、地域に愛着を持ち発展を担うことのできる
人材である「地域創生人材」の育成に地域や産業界と協働して取り組みます。

「豊かな心と専門的課題解決力を持つ
　　　　　　　　おおいた地域創生人材の育成」

ＮＢＵ日本文理大学 取組事業名称

文部科学省が自治体を中心に地域社会と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学等を支援する「地
（知）の拠点整備事業　Center Of Community【大学 COC事業】」に、本学が申請した取り組みがこれまでの人間力教育の成果
とともに評価を受け選定されました。平成 26年度の本事業には、国公私立大学等から 237件の申請があり、25件のみが選定
されるという狭き門でした。



本事業では、本学がこれまでの産業界・地域社会を意識して取り組んできた「人間力教育」をベースとして、
地域課題である少子高齢社会を豊かに乗り切るために必要な専門的課題解決力を兼ね備える「地域創生人材」
を育成するためのカリキュラムへと全学的に発展させ、地域との実践的協働活動により、地域活性化に貢献す
る人材を育成します。

1. 本事業による狙い

２. 地域の課題解決による再生・活性化の 7つの視点

３. “おおいた地域創生人材” の必要性と育成ビジョン

地域での体験交流活動を
通じた学びを推進

課題解決に必要な
知識の習得

ステークホルダーとの
協働による課題解決型学修

「地域創生人材」育成のための根幹科目の全学必修化
地域での実践活動教育の推進
地域創生に必要なジェネリックスキル育成のための学部協働型の「地域づくり副専攻」の開設
正課外体験学習「大分チャレンジ・アワード」の導入
※「チャレンジ・アワード」とは、文部科学省が推奨する青少年体験活動奨励制度であり、「自然」「運動」「ボランティア」「教養」の4つの体験活動
を計画的・継続的に取り組んだ実績が評価され、文部科学省からの修了証を獲得できる顕彰制度です。本事業では、「おおいた」を学びのフィール
ドにして4つの体験活動を促進するための「大分チャレンジ・アワード」の確立及び修了者数を増やすことを目指します。

地域・地域企業との課題共同研究の推進
（学生の参画）
複数教員によるプロジェクト型研究を促進

学生活動による社会貢献
地域向けの公開講座及びセミナーの開催
地域貢献度の評価 大学 COC事業キックオフシンポジウム

（平成 26年 11月開催）



（H26.3 卒業生）

地域志向科目数

正課外体験学習

連携自治体内での就職率

地域との共同研究を行う教員数

地域向けボランティア活動数

地域向け公開講座数

修了者「大分チャレンジ・アワード」教　育

研　究

社会貢献

６．学内の実施体制・連携自治体との連携体制・評価体制

５．「地（知）の拠点」整備に向けての数値目標

４．連携自治体

本事業にかかる地域課題の共有、人材育成と政策課題に対応した地域振興のための具体的な取り組みと、その進捗状況を把握・共有することを目的に連
携推進会議（年2回開催）を設置しています。本会議は本学学長を議長とし、各自治体担当者、本学学長室、各学部長、センター長等で構成されます。

■連携推進会議

本事業では学長のリーダーシップのもと、学内の全学部・学科、各センター及び部局が連携し、地（知）の拠点としての体制を構
築していきます。

■学内の実施体制

学長、各学部長、産学官民連携推進センター長、人間力育成センター長、
大学教育長、進路開発センター長、環境科学研究所所長　他

大分県関係者、大分市関係者、豊後大野市関係者、
日本財団学生ボランティアセンター長、（一財）セブン -イレブン記念財団関係者　他

第１回 連携推進会議（平成26年10月開催）









	 

日本文理大学	 地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）	 

平成２６年度	 第１回	 連携推進会議	 次第	 

	 

	 

	 

日	 時：平成２６年１０月２９日（水）１０：００～１２：００	 

場	 所：日本文理大学	 情報センター７階	 プレゼンテーションルーム	 

	 

１．開会	 

	 	 	 開会あいさつ（学長	 平居	 孝之）	 

２．出席者紹介	 

３．連携推進会議の目的及び運営ガイドラインについて	 資料１	 

４．議事	 

Ⅰ．本学大学ＣＯＣ事業の概要説明	 資料２ 

	 	 	 現状と目的、 

	 	 	 対象とする地域課題と具体的な取組、教育カリキュラム改革方針、 

	 	 	 年次計画、連携推進方法	 等	 

Ⅱ．意見交換等 

Ⅲ．今後の進め方及びスケジュールについて	 資料３ 

５．その他	 

Ⅰ．本学大学ＣＯＣ事業キックオフシンポジウムについて 

６．閉会	 

	 

	 

	 

	 

	 

事務局：日本文理大学	 学長室	 



日本文理大学	 地（知）の拠点整備事業	 平成２６年度	 第１回	 連携推進会議	 

＜出席者名簿＞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 26 年 10 月 29 日	 

○大分県 
所	 	 	 属 職	 名 氏	 名 主な連携取組内容 

企画振興部	 政策企画課 
主幹(総括)	 渡辺	 康志	 

本学との連携・調整窓口	 
研修生 布施	 覚弘 

企画振興部	 芸術文化スポーツ局 
芸術文化スポーツ振興課 課長 髙橋	 基典 ユネスコエコパーク認定推進活動 

企画振興部	 観光・地域局 
集落応援室 

室長 高屋	 博 
過疎地域の集落維持・活性化活動 

副主幹 武藤	 祐治 
生活環境部 
消費生活・男女共同参画プラザ 
県民活動支援室 

室長 河野	 雅弘 ＮＰＯ法人との協働・経営支援活動 

商工労働部	 経営金融支援室 室長 工藤	 典幸 学生起業家マインド育成活動 
商工労働部 
商業・サービス業振興課 主査 木付	 佳代 商店街と連携した地域活性化活動 

農林水産部 
おおいたブランド推進課 主幹 那須	 祐介 地域ブランド発掘による６次化活動 

教育庁	 体育保健課 指導主事 塚崎	 一孝 総合型地域スポーツクラブ支援活動 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	       （敬称略） 
○大分市 

所	 	 	 属 職	 名 氏	 名 主な連携取組内容 

企画部	 市長室 
参事 平松	 禎行 

本学との連携・調整窓口 
主査 足立	 威士 

市民部	 佐賀関支所 支所長 太田	 宏 地域と連携した地域活性化活動 
商工農政部	 産業振興課 課長 滝口	 裕朗 地域ブランドを活かした６次化活動 
教育部	 スポーツ・健康教育課 課長 有馬	 徹 健康で活力に満ちた生活支援活動 

 （敬称略） 
○豊後大野市 

所	 	 	 属 職	 名 氏	 名 主な連携取組内容 

総務課 
課長 佐保	 正幸 

本学との連携・調整窓口 
参事 堀	 	 克則 

まちづくり推進課 課長 藤元	 蔦夫 集落維持・活性化活動 
商工観光課 課長 大野	 真寛 エコパーク認定推進活動 

                                                                           （敬称略） 
○日本文理大学	 

所	 	 属・役	 職	 氏	 	 	 名	 

	 学長	 	 平居	 孝之	 

	 学長室長／人間力育成センター長	 	 吉村	 充功	 

	 工学部長	 	 安田	 幸夫	 

	 経営経済学部長	 	 橋本	 堅次郎	 

	 大学教育長	 	 島岡	 成治	 

	 産学官民連携推進センター長	 	 後藤	 幹雄	 

ＦＤ委員長	  近藤	 正一 

所	 	 属・役	 割	 氏	 	 	 名	 

学長室ＷＧ担当(全体)	 釘宮	 啓	 

学長室ＷＧ担当(教育)	 鍋田	 耕作	 

学長室ＷＧ担当(研究)	 池畑	 義人	 

学長室ＷＧ担当(社会貢献)	 髙見	 大介	 
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（開催時期） 
4	 本会議は年間 2回の開催とし、開催時期は 4月および 10月とする。ただし、平成 26年度は 10月の
みの開催とする。 

 
（構成員） 
5	 当初構成員は以下のとおりとし、各自治体担当部署の課長または室長または支所長の参加を求めるも
のとする。ただし、代理出席を認めるものとする。 

	  
【日本文理大学】 
	 	 ○学長（事業推進代表者）	 ○学長室長／人間力育成センター長（事業推進責任者） 
	 ○工学部長	 ○経営経済学部長	 ○大学院工学研究科長	 ○大学教育長 
	 ○産学官民連携推進センター長	 ○FD委員長	 ○学長室WG担当 
 
【大分県】 
	 	 ○企画振興部 政策企画課	 ○企画振興部 芸術文化スポーツ局 芸術文化スポーツ振興課 
	 ○企画振興部 観光・地域局 集落応援室 
	 ○生活環境部 消費生活・男女共同参画プラザ 県民活動支援室	 ○商工労働部 経営金融支援室 
○商工労働部 商業・サービス業振興課	 ○農林水産部 おおいたブランド推進課 
○教育庁 体育保健課 

 
	 【大分市】 
	 	 ○企画部 市長室	 ○市民部 佐賀関支所	 ○商工農政部 産業振興課 
	 ○教育部 スポーツ・健康教育課 

 
	 【豊後大野市】 
	 	 ○総務課	 ○まちづくり推進課	 ○商工観光課 
 
	 2	 事業推進にあたり、取り組みに変更、追加が発生した場合、適宜、部局の変更および追加を認める

ものとする。 
 
（事務局） 
6	 本会議の事務を処理するため、本学学長室に事務局を置く。 
 
（その他） 
7	 このガイドラインに定めるもののほか、本会議の運営に関し必要な事項が発生した場合は、その都度、
各自治体担当部署と協議の上、決定する。 
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日本文理大学	 大学ＣＯＣ事業	 今後の進め方について	 

 
◎事業の推進にあたっては、全体進行を学長室が統括しつつ、連携自治体との調整に努める。	 

◎個別の取り組みについては、以下の担当主任教員を中心に、連携自治体各部署担当者と必要に応じて	 

直接調整を行いながら取り組みを立案、実施する。	 

 
 
大学ＣＯＣ事業	 担当主任教職員一覧	 

 
○事業推進担当者：	 

事業推進代表者（統括）：平居学長 
事業推進責任者：吉村 

	 全体：吉村、釘宮、特任教員 
教育：工学部：吉村 

	 	 	 	 経営経済学部：鍋田 
	 	 研究：池畑 
	 	 社会貢献：高見 
	 	 事務統括：釘宮、西野 
	 

○設定地域課題別担当主任者：	 

【工学部が主に対象とする地域課題】 
（１）小規模・高齢化が深刻な集落におけるコミュニティの維持・活性化・・・	 池畑・高見 
（２）人口減少社会を支えるための先進的なものづくり・・・	 川崎・河邉 
（３）自然の積極的な活用による保全と地域活性化（観光・教育）・・・	 杉浦 
【経営経済学部が主に対象とする地域課題】 
（４）地域商店及び商店街の活性化による地域振興・・・	 本村 
（５）健康増進及び生活支援によるコミュニティの維持・・・	 竹田・堀・河村 
（６）ＮＰＯ法人の活動・経営支援・・・	 吉本 
【両学部協働により対象となる地域課題】 
（７）地域ブランドの発掘による交流人口の増加・産業の活性化（6次化） 

・・・	 福島（工）・工藤（経） 
 
○カリキュラム改革担当主任者：	 

工学部：近藤＋各学科より後日選出 
経営経済学部：鈴木（＋コース責任者） 
教養基礎教育：吉村 
正課外活動：高見 
FD推進：近藤 
SD推進：釘宮 

 

資料３	 
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○自治体部署別窓口担当主任者：	 	 

	 【大分県】 
担当部局 連携取組内容 担当教員 

◎企画振興部 政策企画課 本学との連携・調整窓口 吉村 
企画振興部 観光・地域局 集落応援室 過疎地域の集落維持・活性化活動 高見 
商工労働部 商業・サービス業振興課 商店街と連携した地域活性化活動 本村 
教育庁 体育保健課 総合型地域スポーツクラブ支援活動 竹田 
企画振興部 芸術文化スポーツ局 
芸術文化スポーツ振興課 

ユネスコエコパーク認定推進活動 杉浦 

農林水産部 おおいたブランド推進課 地域ブランド発掘による６次化活動 福島・工藤 
商工労働部 経営金融支援室 学生起業家マインド育成活動 池畑・河邉 
生活環境部 県民生活・男女共同参画課 
県民活動支援室 

ＮＰＯ法人との協働・経営支援活動 吉本 

	 【大分市】 
担当部局 連携取組内容 担当教員 

◎企画部 市長室 本学との連携・調整窓口 吉村 
市民部 佐賀関支所 地域と連携した地域活性化活動 吉本・高見・本村 
教育部 スポーツ・健康教育課 健康で活力に満ちた生活支援活動 竹田・堀 
商工農政部 産業振興課 地域ブランドを活かした６次化活動 福島・工藤 

	 【豊後大野市】 
担当部局 連携取組内容 担当教員 

◎総務課 本学との連携・調整窓口 吉村 
まちづくり推進課 集落維持・活性化活動 池畑 

高見・川崎・河村 
商工観光課 エコパーク認定推進活動 

（学生グリーンツーリズム活動） 
（商店街活性化） 

杉浦・工藤・本村 

（敬称略） 
 









日本文理大学	 地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）	 

平成２６年度	 事業検討・評価委員会	 次第	 

	 

	 

日	 時：平成２７年３月２３日（月）１４：００～１６：００	 

場	 所：日本文理大学	 情報センター７階	 第３会議室	 

	 

１．開会	 

	 	 	 開会あいさつ（学長	 平居	 孝之）	 

２．出席者紹介	 

３．日本文理大学	 地（知）の拠点整備事業	 事業検討・評価委員会の	 

目的及び運営ガイドラインについて	 資料１	 

４．議事	 

Ⅰ．本学大学ＣＯＣ事業の概要説明	 資料２ 

Ⅱ．本年度の事業成果について	 資料３ 

Ⅲ．来年度の事業計画について	 資料４ 

５．その他	 

６．閉会	 

	 

	 

	 

	 

	 

事務局：日本文理大学	 学長室	 



日本文理大学 地（知）の拠点整備事業 

平成２６年度 事業検討・評価委員会 

＜委員名簿＞                         平成 27 年 3 月 23 日 

◯ 外部委員  

 所   属 職 名 氏 名 

大分県 企画振興部 部 長 日髙 雅近 

大分市 商工農政部 部 長 
吉田 茂樹 

（代理：参事 村上 博士）

豊後大野市 副市長 赤嶺 謙二 

日本財団学生ボランティアセンター センター長 西尾 雄志 

一般財団法人セブン-イレブン記念財団 
九重ふるさと自然学校 

代 表 川野 智美 

日本政策投資銀行 大分事務所 所 長 武田 浩 

大分県中小企業家同友会 代表理事 佐藤 貞一 

（敬称略・順不同） 

◯ 学内委員  

 所   属 職 名 氏 名 

【事業推進代表者】日本文理大学 学 長 平居 孝之 

【事業推進責任者】日本文理大学 

 学長室／人間力育成センター 

室長／ 

センター長
吉村 充功 

日本文理大学 工学部 学部長 安田 幸夫 

日本文理大学 経営経済学部 学部長 橋本 堅次郎 

日本文理大学 大学院 工学研究科 研究科長 河邉 博康 

日本文理大学 産学官民連携推進センター センター長

後藤 幹雄 

（代理：副センター長 

 池畑 義人）

日本文理大学 大学教育長 島岡 成治（欠席） 

日本文理大学 進路開発センター センター長

林田 和隆 
（代理：経営経済学部 

就職委員長 板倉 理友）

 

 

＜事業担当者＞ 

所  属・役 割 氏   名 

学長室ＷＧ担当(全体) 釘宮 啓 

学長室ＷＧ担当(教育) 鍋田 耕作

学長室ＷＧ担当(社会貢献) 髙見 大介

ＣＯＣ事業特任教員 市田 秀樹

所  属・役 割 氏   名 

経営経済学部・准教授 舛田 佳弘

事務局 西野 麻美

事務局 一丸由紀子
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（議事進行） 
3	 本委員会の議事進行にあたる議長は、本学学長とする。 
 
（開催時期） 
4	 本委員会は年間 1回の開催とし、開催時期は毎年度末とする。 
 
（委員） 
5	 委員は連携自治体委員、外部民間委員を含むものとし、当初委員は以下のとおりとする。ただし、代
理出席を認めるものとする。 

	  
【外部委員】 
	 	 ○大分県 企画振興部 部長	 	 ○大分市 商工農政部 部長	 	 ○豊後大野市 副市長 
○日本財団学生ボランティアセンター センター長	 	 ○日本政策投資銀行 大分事務所 所長 
○一般財団法人セブン-イレブン記念財団 九重ふるさと自然学校 代表 
○大分県中小企業家同友会 代表理事 
 
【日本文理大学】 
	 	 ○学長（事業推進代表者）	 ○学長室長／人間力育成センター長（事業推進責任者） 
	 ○工学部長	 ○経営経済学部長	 ○大学院工学研究科長	 ○大学教育長 
	 ○産学官民連携推進センター長	 ○進路開発センター長 

 
	 2	 事業推進にあたり、取り組みに変更、追加が発生した場合や、より適切な検討・評価を行うために

必要と認めた場合には、適宜、委員の変更および追加を認めるものとする。 
 
（事務局） 
6	 本委員会の事務を処理するため、本学学長室に事務局を置く。 
 
（その他） 
7	 このガイドラインに定めるもののほか、本委員会の運営に関し必要な事項が発生した場合は、その都
度、各連携自治体と協議の上、決定する。 
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し
た

地
域

活
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

確
立

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

大
分

チ
ャ

レ
ン

ジ
ア

ワ
ー

ド
制

度
を

創
設

し
、

実
際

に
学

生
が

正
課

外
活

動
と

し
て

実
践

し
た

。
活

動
参

加
者

数
：
1
5
名

（
修

了
1
4
名

）
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
資

格
取

得
者

：
5
名

（
教

職
員

）
A

③

新
聞

記
事

（
大

分
市

佐
賀

関
地

区
で

の
活

動
：
②

③
共

通
）

１
次

体
験

活
動

（
農

業
漁

業
）
、

海
岸

等
の

環
境

保
全

活
動

、
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動

ウ
ミ

ネ
コ

の
会

と
実

施
。

こ
ど

も
向

け
体

験
事

業
も

実
施

。
1
2
/
2
0
,2

7
に

正
課

外
活

動
「
四

季
の

森
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
一

環
で

実
施

（
し

め
縄

づ
く
り

、
も

ち
つ

き
等

）
。

・
商

店
街

で
の

地
域

活
性

化
活

動
の

実
践

地
域

交
流

イ
ベ

ン
ト

「
楽

・
楽

マ
ル

シ
ェ

」
の

開
催

(毎
月

第
4
土

曜
日

・
旧

佐
賀

関
町

役
場

)
毎

回
、

建
築

学
科

・
経

営
経

済
学

科
の

学
生

5
名

程
度

が
地

域
住

民
と

と
も

に
運

営
。

毎
回

5
0
名

程
度

の
住

民
・
こ

ど
も

達
が

参
加

。

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
経

営
支

援
N

P
O

法
人

さ
が

の
せ

き
・
彩

彩
カ

フ
ェ

と
の

共
同

経
営

経
済

学
科

の
ゼ

ミ
活

動
と

し
て

活
動

支
援

、
経

営
分

析
を

試
行

。

・
さ

が
の

せ
き

ロ
ー

カ
ル

デ
ザ

イ
ン

会
議

の
拡

充
及

び
定

期
的

な
実

施
（
学

生
と

地
域

の
意

見
交

換
）

上
記

の
マ

ル
シ

ェ
実

施
の

た
め

の
定

期
的

な
会

議
を

実
施

。
拡

大
会

議
と

し
て

H
2
7
年

2
月

1
4
日

に
佐

賀
関

公
民

館
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

。

こ
ど

も
職

業
体

験
「
お

仕
事

発
見

ラ
ン

ド
」
の

開
催

(1
1
月

2
9
日

・
佐

賀
関

公
民

館
)

お
お

い
た

人
権

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

中
で

開
催

。
８

つ
の

お
仕

事
（
ロ

ボ
ッ

ト
・
ゲ

ー
ム

・
紙

ひ
こ

う
き

・
イ

ン
テ

リ
ア

・
水

産
業

・
経

営
・
福

祉
・
ス

ポ
ー

ツ
）
を

教
員

や
大

学
生

が
こ

ど
も

達
に

指
導

。

2
7
名

の
学

生
が

運
営

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
。

4
6
名

の
子

ど
も

が
体

験
。

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
報

道

佐
賀

関
で

の
水

中
観

測
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

実
験

稲
川

研
究

室
を

中
心

に
実

施
。

水
中

環
境

観
測

と
し

て
H

2
7
年

1
月

～
3
月

で
実

施
。

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
報

道

「
第

9
回

関
崎

シ
ー

サ
イ

ド
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
」
学

生
ス

タ
ッ

フ
H

2
7
年

2
月

2
8
日

に
6
名

参
加

。
佐

賀
関

公
民

館
事

業
に

学
生

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
。

（
豊

後
大

野
市

で
の

活
動

：
②

③
共

通
）

・
１

次
体

験
活

動
（
林

業
）
、

集
落

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

維
持

活
動

（
福

祉
支

援
活

動
）

・
大

野
町

中
土

師
地

区
で

の
活

動
(ふ

る
さ

と
体

験
村

等
）

・
犬

飼
町

で
の

民
泊

・
ふ

る
さ

と
体

験
村

は
建

築
学

科
で

継
続

的
に

実
施

。
課

題
解

決
型

学
修

を
ゼ

ミ
で

実
施

。
・
人

間
力

育
成

セ
ン

タ
ー

の
正

課
外

活
動

で
犬

飼
町

大
寒

地
区

で
農

業
体

験
等

実
施

。

・
エ

コ
パ

ー
ク

に
関

連
し

た
観

光
資

源
発

掘
活

動
チ

ャ
レ

ン
ジ

ア
ワ

ー
ド

の
一

環
で

「
ジ

オ
ツ

ア
ー

」
を

学
生

が
1

泊
2
日

で
実

施
。

豊
後

大
野

市
全

域
。

新
聞

記
事

・
学

生
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

協
会

の
設

立
準

備
学

生
拠

点
の

開
拓

候
補

地
を

施
設

。
未

決
定

高
齢

者
の

見
守

り
支

援
技

術
の

開
発

修
士

教
育

研
究

の
一

環
で

実
施

。

（
全

県
）

ト
マ

ト
収

穫
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

卒
業

研
究

の
一

環
で

武
村

研
究

室
を

中
心

に
実

施
。

新
聞

記
事

こ
ど

も
職

業
体

験
「
お

仕
事

体
験

ラ
ン

ド
」
の

開
催

(1
0
月

1
8
/
1
9

日
・
本

学
一

木
祭

)
本

学
学

園
祭

に
て

学
生

・
教

員
で

運
営

。
新

聞
記

事

本
年

度
の

事
業

成
果

に
つ

い
て

９
～

３
月

③

A
:順

調
に

進
ん

で
い

る
、

B
:や

や
順

調
に

進
ん

で
い

る
、

C
:や

や
遅

れ
て

い
る

、
D

:遅
れ

て
い

る
・
未

実
施

教 育

計
画

実
施

結
果

大
分

の
地

域
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
た

「
自

然
体

験
活

動
」
、

「
運

動
・
ス

ポ
ー

ツ
」
、

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
」
、

「
科

学
・
文

化
・
芸

術
活

動
」
の

４
つ

の
分

野
す

べ
て

の
活

動
に

取
り

組
み

、
設

定
し

た
基

準
を

ク
リ

ア
し

た
学

生
に

対
し

て
大

分
チ

ャ
レ

ン
ジ

ア
ワ

ー
ド

修
了

者
と

し
て

認
め

る
制

度
を

試
行

す
る

。



時
期

項
目

内
容

期
待

さ
れ

る
成

果
実

施
概

要
成

果
自

己
点

検
評

価

H
2
7
年

度
接

続
(項

目
番

号
）

参
考

資
料

計
画

実
施

結
果

④
９

～
３

月
産

学
官

民
連

携
推

進
セ

ン
タ

ー
が

中
心

と
な

り
、

地
域

研
究

の
シ

ー
ズ

と
ニ

ー
ズ

を
調

査
、

整
理

産
学

官
民

連
携

推
進

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
り

大
学

シ
ー

ズ
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
自

治
体

等
と

連
携

し
て

地
域

課
題

研
究

の
ニ

ー
ズ

を
調

査
、

整
理

す
る

。
こ

れ
ら

の
連

絡
、

情
報

共
有

体
制

を
整

備
し

、
取

り
組

み
を

進
め

る
。

地
域

課
題

研
究

の
シ

ー
ズ

と
ニ

ー
ズ

を
調

査
、

整
理

す
る

こ
と

で
、

自
治

体
と

の
連

絡
、

情
報

共
有

体
制

が
構

築
で

き
る

と
同

時
に

、
大

学
シ

ー
ズ

と
企

業
・
地

域
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
月

　
C

O
C

事
業

担
当

教
員

を
中

心
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

（
1
1

名
/
全

教
員

数
7
4
名

）
。

地
域

志
向

研
究

を
実

施
す

る
に

当
た

り
、

研
究

課
題

は
存

在
す

る
が

、
教

員
間

連
携

に
よ

る
地

域
志

向
型

研
究

を
実

施
す

る
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

H
2
7
年

度
以

降
、

そ
れ

を
踏

ま
え

て
の

教
員

間
連

携
研

究
を

実
施

す
る

体
制

作
り

を
行

う
。

ま
た

、
H

2
7
年

度
以

降
も

引
き

続
き

教
員

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

学
内

シ
ー

ズ
、

ニ
ー

ズ
の

調
査

を
行

う
。

B

⑤
1
0
月

地
域

志
向

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

の
学

内
公

募
、

採
択

地
域

課
題

研
究

ニ
ー

ズ
に

基
づ

き
、

地
域

志
向

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

の
学

内
公

募
、

採
択

を
行

う
。

地
域

志
向

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

の
学

内
公

募
を

行
う

こ
と

で
、

地
域

課
題

の
周

知
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

と
同

時
に

、
複

数
教

員
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
研

究
を

顕
在

化
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

実
施

せ
ず

。

D
④

⑥
1
0
～

３
月

地
域

志
向

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

の
実

施
地

域
志

向
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
を

実
施

し
、

地
域

の
課

題
解

決
に

向
け

た
基

礎
研

究
の

成
果

を
地

域
に

還
元

す
る

。
地

域
志

向
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
の

実
施

に
よ

り
、

複
数

教
員

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

研
究

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

、
地

域
へ

大
学

の
知

を
還

元
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

実
施

せ
ず

。

D
⑤

⑦
1
2
～

２
月

未
来

志
向

型
の

市
民

対
象

公
開

講
座

「
大

分
学

・
大

分
楽

」
の

実
施

未
来

志
向

型
の

市
民

対
象

公
開

講
座

「
大

分
学

・
大

分
楽

」
を

開
催

し
、

本
取

組
に

お
け

る
大

学
シ

ー
ズ

を
広

く
公

表
す

る
と

と
も

に
、

地
域

住
民

等
と

の
意

見
交

換
を

行
う

場
と

す
る

。

未
来

志
向

型
の

市
民

対
象

公
開

講
座

「
大

分
学

・
大

分
楽

」
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

大
分

の
地

域
資

源
の

再
発

見
や

未
来

へ
の

提
言

な
ど

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

住
民

等
と

の
意

見
交

換
を

通
じ

て
地

（
知

）
の

拠
点

と
し

て
の

取
り

組
み

促
進

が
で

き
る

。

・
「
わ

か
も

の
大

分
が

く
」
を

開
催

。
日

時
：
1
1
月

3
0
日

（
日

）
1
3
時

～
1
6
時

場
所

：
ホ

ル
ト

ホ
ー

ル
大

分
参

加
人

数
：
学

生
2
6
名

、
市

民
多

数
・
『
チ

ャ
レ

ン
ジ

Ｏ
ＩＴ

Ａ
地

域
創

生
活

動
報

告
会

２
０

１
５

 i
n
 豊

後
大

野
』
を

開
催

。
日

時
：
2
月

2
1
日

（
土

）
1
3
:0

0
〜

1
5
:4

0
場

所
：
豊

後
大

野
市

役
所

　
１

F
　

保
健

セ
ン

タ
ー

参
加

人
数

：
7
0
人

・
大

分
の

地
域

で
活

動
す

る
大

学
生

が
、

本
学

か
ら

5
団

体
、

他
大

学
か

ら
5
団

体
発

表
。

前
半

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
を

し
な

が
ら

の
交

流
を

は
か

り
、

後
半

は
大

学
生

や
高

校
生

、
社

会
人

の
方

が
来

場
さ

れ
自

分
達

の
活

動
紹

介
や

情
報

交
換

を
行

い
ま

し
た

。
・
基

調
報

告
　

1
件

、
成

果
発

表
　

6
件

、
正

課
外

活
動

報
告

　
1
件

の
全

8
件

の
報

告
を

行
っ

た
。

質
疑

応
答

で
は

、
地

域
の

中
で

活
動

を
し

て
い

く
ヒ

ン
ト

が
得

ら
れ

る
よ

う
な

も
の

も
あ

り
、

今
後

の
発

展
が

期
待

さ
れ

る
。

A
⑦

⑮

チ
ラ

シ

⑧
１

～
２

月
地

域
企

業
向

け
地

域
創

生
人

材
講

座
の

実
施

地
域

企
業

向
け

地
域

創
生

人
材

講
座

を
開

催
し

、
本

取
組

に
お

け
る

大
学

シ
ー

ズ
及

び
人

材
育

成
像

を
広

く
公

表
・
普

及
す

る
と

と
も

に
、

地
域

企
業

等
と

の
意

見
交

換
を

行
う

場
と

す
る

。

地
域

企
業

向
け

地
域

創
生

人
材

講
座

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
本

学
の

「
知

の
資

源
」
を

地
域

の
人

材
育

成
に

還
元

す
る

こ
と

が
で

き
、

地
（
知

）
の

拠
点

と
し

て
の

取
り

組
み

促
進

が
で

き
る

。

地
域

企
業

向
け

「
地

域
創

生
人

材
」
育

成
講

座
を

開
催

（
1
月

7
日

、
1
4
日

、
2
1
日

、
2
8
日

、
2
月

4
日

の
計

5
回

、
ホ

ル
ト

ホ
ー

ル
大

分
 ２

F
セ

ミ
ナ

ー
ル

ー
ム

）
参

加
人

数
：
約

4
0
人

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
講

座
と

し
て

、
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

Ｏ
ＩＴ

Ａ
地

域
創

生
人

材
講

座
２

０
１

５
 i
n
 佐

賀
関

」
を

開
催

。
日

時
：
2
月

1
4
日

（
土

）
1
3
:0

0
～

1
6
:0

0
場

所
：
佐

賀
関

公
民

館
2
階

研
修

室
1
・
2

参
加

人
数

：
4
4
名

地
区

の
活

性
化

を
考

え
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
、

時
間

は
短

い
な

が
ら

、
学

生
と

地
域

商
店

街
の

店
主

等
が

佐
賀

関
地

区
の

特
徴

を
活

か
し

た
地

区
の

活
性

化
プ

ラ
ン

案
が

発
表

さ
れ

た
。

今
後

、
こ

の
よ

う
な

場
を

継
続

し
て

設
け

る
こ

と
で

、
地

域
住

民
と

共
に

地
区

の
活

性
化

に
つ

い
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

A
⑧

チ
ラ

シ

大
分

県
「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
」
会

合
に

お
け

る
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
H

2
6
年

1
2
月

に
実

施
さ

れ
た

大
分

県
内

で
活

動
す

る
「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
員

」
の

会
合

に
高

見
助

教
が

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し

て
参

加
。

佐
賀

関
公

民
館

「
環

境
を

考
え

る
集

い
」
で

の
水

中
観

測
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

」
講

演
H

2
7
年

1
月

3
0
日

実
施

。
稲

川
准

教
授

。
新

聞
報

道

佐
賀

関
で

の
水

中
観

測
ロ

ボ
ッ

ト
の

観
測

実
施

(ク
ロ

メ
）

稲
川

研
究

室
で

開
発

中
の

水
中

観
測

ロ
ボ

ッ
ト

を
地

域
か

ら
の

要
望

に
基

づ
き

、
ク

ロ
メ

の
水

中
観

測
を

実
施

。
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

報
道

木
佐

上
小

学
校

で
の

水
中

観
測

ロ
ボ

ッ
ト

の
講

演
H

2
7
年

3
月

1
1
日

に
実

施
。

稲
川

准
教

授
。

小
学

校
の

閉
校

記
念

に
地

域
の

魅
力

を
誇

り
に

持
っ

て
も

ら
う

た
め

に
実

施
。

児
童

1
3
名

。

も
の

づ
く
り

大
分

産
学

交
流

会
の

共
催

も
の

づ
く
り

大
分

産
学

交
流

会
「
パ

ー
ソ

ナ
ル

か
ら

ソ
ー

シ
ャ

ル
へ

向
か

う
も

の
づ

く
り

～
デ

ジ
タ

ル
な

も
の

づ
く
り

の
機

械
と

そ
れ

が
も

た
ら

す
機

会
～

」
主

催
：
（
一

社
）
大

分
県

工
業

連
合

会
・
大

分
県

　
共

催
：
日

本
文

理
大

学
日

時
：
3
月

1
7
日

（
火

）
1
3
:3

0
～

1
7
:3

0
場

所
：
日

本
文

理
大

学
 ４

号
館

　
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
室

参
加

人
数

：
約

5
0
人

市
民

社
会

で
の

新
し

い
も

の
づ

く
り

に
つ

い
て

、
参

加
企

業
と

本
学

教
員

の
間

で
意

見
交

換
を

行
い

、
新

た
な

展
開

に
向

け
て

今
後

協
力

を
行

っ
て

い
く
た

め
の

き
っ

か
け

作
り

を
行

っ
た

。

社 会 貢 献研 究



時
期

項
目

内
容

期
待

さ
れ

る
成

果
実

施
概

要
成

果
自

己
点

検
評

価

H
2
7
年

度
接

続
(項

目
番

号
）

参
考

資
料

計
画

実
施

結
果

⑨
９

～
３

月
学

長
室

に
事

業
推

進
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

（
Ｗ

Ｇ
）
を

設
置

、
事

業
推

進
・
統

括
（
各

科
目

の
教

育
内

容
・
ゼ

ミ
活

動
内

容
の

精
査

、
実

践
教

育
推

進
の

た
め

の
体

制
整

理
、

「
大

分
チ

ャ
レ

ン
ジ

ア
ワ

ー
ド

」
の

制
度

設
計

、
H

2
7
年

度
実

施
の

地
域

志
向

科
目

内
容

の
確

認
）

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
補

佐
し

、
本

事
業

を
着

実
に

推
進

・
統

括
す

る
学

長
室

の
活

動
を

本
格

化
す

る
。

学
長

室
に

事
業

推
進

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（
Ｗ

Ｇ
）
を

設
置

し
、

各
取

り
組

み
が

実
効

性
を

持
つ

よ
う

に
組

織
化

す
る

。
こ

れ
ら

の
活

動
に

お
い

て
は

、
各

科
目

の
教

育
内

容
・
ゼ

ミ
活

動
内

容
の

精
査

、
実

践
教

育
推

進
の

た
め

の
体

制
整

理
、

「
大

分
チ

ャ
レ

ン
ジ

ア
ワ

ー
ド

」
の

制
度

設
計

、
H

2
7
年

度
実

施
の

地
域

志
向

科
目

内
容

の
確

認
を

あ
わ

せ
て

行
い

、
H

2
7
年

度
に

向
け

た
活

動
推

進
体

制
を

整
理

す
る

。

学
長

室
に

事
業

推
進

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（
Ｗ

Ｇ
）
を

設
置

、
組

織
化

す
る

こ
と

で
、

事
業

を
適

切
に

統
括

し
、

円
滑

に
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

毎
週

火
曜

日
に

事
業

推
進

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（
Ｗ

Ｇ
）
を

開
催

（
期

間
中

計
1
9
回

）
。

A
⑨

議
事

録

⑩
1
0
月

事
務

補
佐

職
員

１
名

の
採

用
事

務
補

佐
職

員
１

名
を

雇
用

し
、

本
事

業
に

お
い

て
発

生
す

る
事

務
作

業
の

効
率

化
を

図
る

。
地

域
企

業
向

け
地

域
創

生
人

材
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

本
学

の
「
知

の
資

源
」
を

地
域

の
人

材
育

成
に

還
元

す
る

こ
と

が
で

き
、

地
（
知

）
の

拠
点

と
し

て
の

取
り

組
み

促
進

が
で

き
る

。

H
2
6
年

1
0
月

に
1
名

採
用

。

A
⑩

⑪
1
0
月

地
域

志
向

活
動

推
進

の
た

め
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

設
備

の
充

実

地
域

志
向

活
動

推
進

の
た

め
に

必
要

な
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
設

備
（
グ

ル
ー

プ
学

習
用

デ
ス

ク
・
椅

子
セ

ッ
ト

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

セ
ッ

ト
、

電
子

黒
板

等
）
の

導
入

を
図

る
。

地
域

志
向

活
動

推
進

の
た

め
に

必
要

な
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
設

備
の

導
入

を
図

る
こ

と
で

、
地

域
を

題
材

に
し

た
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
、

双
方

向
授

業
等

の
導

入
促

進
、

活
発

化
に

つ
な

が
り

、
全

学
的

な
地

域
志

向
活

動
を

効
果

的
に

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

H
2
7
年

2
月

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

セ
ッ

ト
を

1
教

室
、

電
子

黒
板

を
1
教

室
に

導
入

し
た

。
3
月

末
の

地
域

活
動

（
佐

賀
関

）
に

向
け

て
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
実

施
予

定
。

A

⑫
1
0
月

特
任

教
員

（
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

）
１

名
の

採
用

自
治

体
、

地
域

住
民

、
地

域
企

業
等

の
本

事
業

に
お

け
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
密

接
な

連
携

を
取

り
、

活
動

を
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
の

特
任

教
員

（
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

）
を

雇
用

す
る

。

特
任

教
員

（
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

）
１

名
を

雇
用

す
る

こ
と

で
、

自
治

体
、

地
域

住
民

、
地

域
企

業
等

の
本

事
業

に
お

け
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
密

接
な

連
携

を
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
本

事
業

を
円

滑
に

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

H
2
7
年

1
月

に
1
名

採
用

。
当

初
1
0
月

着
任

を
目

指
し

た
が

、
採

用
選

考
時

期
、

前
任

校
と

の
関

係
か

ら
着

任
時

期
が

若
干

遅
く
な

っ
た

。
着

任
後

は
精

力
的

に
学

内
外

と
の

調
整

を
行

っ
て

い
る

。

B

⑬
1
0
月

連
携

推
進

会
議

の
開

催
本

学
幹

部
教

員
と

連
携

自
治

体
の

担
当

部
局

長
等

か
ら

な
る

連
携

推
進

会
議

を
開

催
し

、
本

事
業

の
円

滑
な

推
進

、
連

携
を

図
る

。

本
学

幹
部

教
員

と
連

携
自

治
体

の
担

当
部

局
長

等
か

ら
な

る
連

携
推

進
会

議
を

開
催

し
、

情
報

共
有

、
意

思
統

一
を

図
る

こ
と

で
、

本
事

業
の

円
滑

な
推

進
、

連
携

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。

H
2
6
年

1
0
月

3
0
日

実
施

。
連

携
自

治
体

職
員

1
9
名

参
加

。

A
⑫

新
聞

記
事

⑭
1
1
月

事
業

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

制
作

・
公

表
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催

事
業

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

制
作

・
公

表
し

、
広

く
県

民
、

学
内

構
成

員
に

本
事

業
の

取
り

組
み

状
況

を
発

信
す

る
。

ま
た

、
本

事
業

の
キ

ッ
ク

オ
フ

と
な

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
、

県
民

や
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

本
事

業
の

目
的

や
意

義
に

つ
い

て
発

信
す

る
。

事
業

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

制
作

・
公

表
す

る
と

と
も

に
、

キ
ッ

ク
オ

フ
と

な
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
で

、
広

く
県

民
、

学
内

構
成

員
に

本
事

業
の

取
り

組
み

状
況

を
発

信
で

き
、

本
事

業
の

目
的

や
意

義
の

理
解

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

：
H

2
6
年

1
0
月

発
行

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：
H

2
7
年

3
月

末
公

開
予

定
。

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

：
H

2
6
年

1
1
月

1
1
日

実
施

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

者
：
1
8
9
名

。
事

業
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

公
開

が
年

度
末

と
な

っ
た

た
め

、
広

く
情

報
発

信
を

す
る

と
こ

ろ
ま

で
至

ら
な

か
っ

た
。

B
⑨

⑭

⑮
1
2
月

本
学

の
地

域
貢

献
度

、
地

域
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
県

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施

本
学

の
地

域
貢

献
度

や
地

域
ニ

ー
ズ

・
課

題
を

把
握

す
る

た
め

の
県

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
現

状
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
H

2
7
年

度
の

取
り

組
み

に
向

け
た

事
業

内
容

の
精

査
に

活
用

す
る

。

県
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

本
学

の
地

域
貢

献
度

や
地

域
ニ

ー
ズ

・
課

題
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
現

状
を

明
ら

か
に

で
き

る
と

と
も

に
、

H
2
7
年

度
の

取
り

組
み

に
向

け
た

事
業

内
容

の
精

査
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
本

学
が

実
施

す
る

活
動

へ
の

期
待

度
、

地
域

課
題

へ
の

取
り

組
み

や
地

域
で

活
躍

で
き

る
人

材
育

成
の

方
向

性
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

実
施

期
間

：
3
月

8
日

〜
1
5
日

大
分

県
内

:2
0
0
通

大
分

市
佐

賀
関

地
区

：
2
0
0
通

豊
後

大
野

市
：
6
0
0
通

計
1
0
0
0
通

を
配

布
し

、
郵

送
に

て
回

収
。

・
大

分
県

中
小

企
業

家
同

友
会

等
を

経
由

し
て

地
域

企
業

に
対

し
て

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
。

（
H

2
7
年

2
月

～
3
月

）

・
県

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

1
8
2
通

。
現

在
集

計
中

。
・
地

域
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

4
0
通

。

－

集
計

結
果

報
告

書
（
県

民
ア

ン
ケ

ー
ト

は
途

中
経

過
）

⑯
２

～
３

月
地

域
志

向
活

動
推

進
の

た
め

の
Ｆ

Ｄ
／

Ｓ
Ｄ

研
修

会
の

実
施

地
域

志
向

活
動

推
進

の
た

め
の

Ｆ
Ｄ

／
Ｓ

Ｄ
研

修
会

を
実

施
し

、
地

域
志

向
科

目
・
活

動
の

実
施

方
法

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

Ｆ
Ｄ

／
Ｓ

Ｄ
研

修
会

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
地

域
志

向
の

理
解

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

地
域

志
向

科
目

・
活

動
の

実
施

方
法

等
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

C
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資料４

時期 項目 内容 期待される成果 備考

① 4月 教養基礎科目である「大分学・大分楽」を必
修化

今年度より全学部1年生を対象に地域学科目である教養基礎科
目「大分学・大分楽」（2単位）を必修化し（受講者数：450名）、地
域活動をはじめるための基本的知識を習得させる。

全学部の全1年生が地域学科目「大分学・大分楽」を受講し、具
体的な地域の魅力・問題を知ることで、地域に関する興味がわ
き、全学で導入する他の地域志向科目の受講者数の増大を図
ることができる。また、学生の授業評価等の反応をもとに、次年
度の学修サイクル本格運用へ向けた取り組み改善に反映する
ことができる。

② ４～３月 正課教育における「体験交流活動」「課題解
決に必要な知識の修得」「ステークホルダー
との協働による課題解決型学修」を学修サ
イクル体系として試行

学修サイクル体系を確立するための試行として、正課教育にお
ける「体験交流活動」、「課題解決に必要な知識の修得」、ゼミ活
動等における「ステークホルダーとの協働による課題解決型学
修」の各取組を大分市佐賀関地区周辺、豊後大野市のそれぞ
れにおいて実施し、次年度の学修サイクル本格運用へ向けた取
り組み改善に反映する。また学生活動の拠点を開設し、学生と
地域との交流・情報発信の場とする。

正課教育における「体験交流活動」、「課題解決に必要な知識
の修得」、ゼミ活動等における「ステークホルダーとの協働によ
る課題解決型学修」を試行することで、学生の地域志向性を高
め、地域との連携体制構築の足掛かりができると同時に、「地域
創生人材」育成のための次年度の学修サイクル本格運用へ向
けた取り組み改善に反映することができる。また、学生活動拠点
を学生自身が運営することで、地域住民との関わりが促進さ
れ、学生の地域志向性が大幅に高まるとともに、豊かな心と専
門的課題解決力の成長につなぐことができる。

大分をフィールドとした正課外活動の場の増
加、「大分チャレンジアワード」の本格運用

大分の地域をフィールドとした「自然体験活動」、「運動・スポー
ツ」、「ボランティア活動」、「科学・文化・芸術活動」の４つの分野
すべての活動に取り組み、設定した基準をクリアした学生に対し
て大分チャレンジアワード修了者として認める制度を本格運用
する。

大分チャレンジアワードの導入により、学生個々人に対応した地
域活動プログラムを確立することができる。

（大分市佐賀関地区での活動：②③共通）

学生地域活動拠点の開設、運営 学生拠点を5月に関あじ関さば通りに開設予定。 学生と住民の交流の場となり、教育の場と住民との信頼関係構
築の場とする。

前年度試行した1次体験活動（農業漁業）、
海岸等の環境保全活動、防犯ボランティア
活動、NPOの経営支援の本格実施

正課外活動及びゼミ活動を中心に、地域連携するNPO等と実
施。

農業体験は調整のついた地域で実施する。環境保全活動は6
月頃に幸崎地区で実施予定。

前年度確立した学生と地域の意見交換の場
である「さがのせきローカルデザイン会議」
の定期的な実施

学生拠点での定期的な住民との会合を予定。

地域コミュニティの活性化活動（福祉活動、
地域づくり活動、商店街活動）、地域支援も
のづくりの本格実施

学生拠点の活動として実施（複数のゼミが連携して実施） 月1回楽楽マルシェを拡大する位置づけで、常設（学生活動は週
2回程度を見込む）。フィールド調査、商店街活動の拠点となり、
地域交流が促進できる。

商店街組合・ＮＰＯ・商工会との連携による
職業体験活動

教養基礎科目の一環で実施。

総合型地域スポーツクラブの支援活動の試
行

大在地区の総合型地域スポーツクラブ「OZAI元気クラブ」で試
行。ゼミ生が主体となったイベント、月１回の会議への参加、教
室指導への参加、ＮＢＵ関係者による教室の開催を予定。

まずはすでに活動しているスポーツクラブの支援を行うことで、
実施体制を構築できる。

（豊後大野市での活動：②③共通）

学生グリーンツーリズム協会（エコパークの
観光資源発信活動）の設立、拠点の開設、
運営

9月稼働に向けて協議を進める。

前年度試行した1次体験活動（農林業）、集
落におけるコミュニティ維持活動の本格実施

大野町北部地区、犬飼町大寒地区を中心に授業で展開する（通
年）。

高齢者向け学生IT講習会の実施 ゼミ活動の一環で秋頃に開催予定。

６次化活動体験、地域でのサービスラーニン
グ体験活動、地域支援ものづくりの本格実
施

清川町井崎キャンプ場、道の駅等での活動を予定し、里の旅公
社との連携で実施する。

夏場に集中講義形式で実施予定。ゼミ活動は別途通年で展開
する。

課題解決型学修による集落コミュニティ活性
化活動

大野町北部地区ふるさと体験村の運営に参画する 夏場のハイシーズンで活動を展開する。

④ ４〜５月 地域志向プロジェクト研究の学内公募、採択 地域課題の解決に向けて、本学の研究資源を活かした学内共
同研究を充実させることで、その成果を地域に還元し、地域での
取り組みを活発にするための地域志向プロジェクト研究の学内
公募、採択を行う。

地域志向プロジェクト研究の学内公募を行うことで、全教員に地
域課題の周知を図ることができると同時に、複数教員によるプロ
ジェクト型研究を顕在化することができる。また、採択に至らな
かった課題に関しては、フォローアップを行うことで、教員間によ
る新たな地域志向プロジェクト研究立ち上げの可能性を探ること
ができる。

⑤ ５～３月 地域志向プロジェクト研究の実施 地域志向プロジェクト研究を実施し、地域の課題解決に向けた
基礎研究の成果を地域に還元する。

地域志向プロジェクト研究の実施により、複数教員によるプロ
ジェクト型研究を促進することができ、地域へ大学の知を還元す
ることができる。

⑥ ９月 ジオ・エコパーク活用のための地域住民向
け講習会の実施

地域自然環境を活かしたジオパーク、エコパークを推進していく
ための自然保存の意識向上、対策のための地域住民向け講習
会を実施する。

地域の自然を活かした観光資源であるジオパーク、エコパーク
の保全・活用にあたって、学内研究シーズを活用し、その成果を
公開講座を通じて、地域住民の自然保護活動・意識向上に還元
することで、地（知）の拠点としての取り組み促進ができる。

⑦ 11～12
月

未来志向型の市民対象公開講座「大分学・
大分楽」の実施

未来志向型の市民対象公開講座「大分学・大分楽」を開催し、
本取組における大学シーズを広く公表するとともに、地域住民
等との意見交換を行う場とする。

未来志向型の市民対象公開講座「大分学・大分楽」を実施する
ことで、大分の地域資源の再発見や未来への提言などを行うと
ともに、地域住民等との意見交換を通じて地（知）の拠点として
の取り組み促進ができる。

⑧ １～２月 実践を伴う地域企業向け地域創生人材講座
の実施

地域企業向け地域創生人材に関する講座やワークショップを開
催し、本事業における大学シーズ及び人材育成像を広く公表・
普及するとともに、地域企業等との意見交換を行う場とする。

実践を伴う地域企業向け地域創生人材講座を実施することで、
本学の「知の資源」を地域の人材育成に還元することができ、ま
た、地域企業との意見交換を通じて、事業改善につなげること
で、地（知）の拠点としての取り組みを促進することができる。

研
究

社
会
貢
献

来年度の事業計画について

計画

４～３月③

教
育



時期 項目 内容 期待される成果 備考

計画

⑨ ４～３月 学長室（事業推進ＷＧ）による事業推進・統
括・情報発信

学長のリーダーシップを補佐し、本事業を着実に推進・統括する
学長室において、前年度設置した事業推進ワーキンググループ
（WG）の機能を活用して、各取り組みが実効性を持つように整理
し統括する。これらの活動において、各科目の教育内容・ゼミ活
動内容の精査、実践教育推進のための体制整理、「大分チャレ
ンジアワード」の制度設計を行う。また、本事業の取組をホーム
ページを通じて、広く情報発信するとともに、活動内容のアーカ
イブ化を行う。SNSと連動させることで、県民との双方向型コミュ
ニケーションを取り入れる。

学長室に設置した事業推進ワーキンググループ（WG）の機能強
化を図ることで、学長のリーダーシップを補佐し、事業を適切に
統括し、円滑に推進することができる。また、本事業の取組を
ホームページを通じて、広く情報発信することで、本事業の目的
や意義を地域住民等へ周知し理解を得ることができる。あわせ
てデータベースを活用することで活動内容のアーカイブ化を行う
ことができる。

⑩ ４月 事務補佐職員１名の追加採用 事務補佐職員１名を追加採用し、本事業において発生する事務
作業の効率化を図る。特に大分市佐賀関地区、豊後大野市そ
れぞれに学生地域活動拠点を新たに開設することから、学生拠
点において発生する運営事務、現地における地域連携窓口の
運営補佐を行う。

今年度より本格運用する「大分チャレンジアワード」や正課地域
活動、地域志向プロジェクト研究活動の拡大に伴い、学生地域
活動拠点を開設、運用する。そのため、関係する事務作業が急
増することから、事務補佐職員1名を追加採用することで、本事
業において発生する事務作業の効率化を図ることできる。

⑪ 4月、1
月

学生能力アセスメントテスト（nEQ、PROG）の
実施、専門的課題解決力アセスメントの開
発・試行

学生に対して「地域創生人材」の汎用的能力についてのアセス
メントテスト（nEQ、PROG）を実施し、全国平均に対しての学生個
人の豊かな心（nEQ）やジェネリックスキル(PROG)の強みと弱み
の部分を把握する。あわせて、汎用的能力をベースにした専門
的課題解決力を評価するアセスメントツールを開発、試行し、ア
セスメントツールの統合化に向けた検討を行う。

学生に対する「地域創生人材」の汎用的能力に関するアセスメ
ントテスト（nEQ、PROG）結果から、本事業における地域志向の
正課教育、正課外活動の状況と照らし合わすことで、正課教
育、正課外活動の取り組みについて評価することができる。あ
わせて、本事業独自に開発する専門的課題解決力の評価ツー
ルの検討につなぐことができ、次年度以降の統合的なアセスメ
ントツールの開発に資することができる。

⑫ 5月、
10月

連携自治体との連携推進会議の開催 本学幹部教員と連携自治体の担当部局長等からなる連携推進
会議を半期に1回開催し、本事業の円滑な推進、連携を図る。

本学幹部教員と連携自治体の担当部局長等からなる連携推進
会議を開催し、情報共有、意思統一を図ることで、本事業の円
滑な推進、連携を図ることができる。

⑬ 9月、3
月

地域志向活動推進のためのFD／SD研修会
の実施

地域志向活動推進のためのFD／SD研修会を実施し、地域志向
科目・活動の実施方法等について検討する。また、プログラムの
一部は外部講師を招き、各地のCOC事業の取り組み状況を知
る機会とする。

FD／SD研修会を実施することで、地域志向の理解を促進する
とともに、これまでの事例や地域志向科目・活動の状況を知るこ
とで、それらの実施方法等について理解を深めることができる。

⑭ 11月 大学COC事業合同フォーラムの開催（県内
COC事業採択校である大分県立看護科学
大学と合同開催）

大分県内のCOC事業採択校が合同でフォーラムを開催し、県民
やステークホルダーに本事業の成果を発表、発信する。

大分県内のCOC事業採択校が連携しフォーラムを開催すること
で、広く県民に地（知）の拠点事業の取り組み内容を知ってもら
うことができる。また、お互いの事業内容を知ることで、2大学連
携プロジェクトなどへの展開など、一層の事業促進に繋がること
が期待できる。

⑮ 2月 学修成果・地域志向研究成果発表会の対象
地域での開催

事業重点地区(大分市佐賀関地区、豊後大野市)において、学生
の学修成果発表、教員の地域志向研究成果を報告する報告会
や
ワークショップを開催し、市民やステークホルダーに成果を還元
する。

活動対象地域において学生と教員の取組成果報告会を開催す
ることで、地域課題に対するステークホルダーなど、広く市民、
ステークホルダー、学内構成員に本事業の取り組み状況を発信
でき、本事業の目的や意義の理解を得ることができる。あわせ
て学生の成長の場としても活用できる。

⑯ 3月 事業検討・評価委員会の開催、年次成果報
告書の発行

外部委員を含めた事業検討・評価委員会を開催し、本年度の事
業成果を総括、評価するとともに、次年度に向けた取組計画の
妥当性について検討する。また、年次成果報告書を発行し、事
業成果を広く公表・普及する。

外部委員を含めた事業検討・評価委員会を開催し、本年度の事
業成果を総括、評価するとともに、次年度に向けた取組計画の
妥当性検討を通じて、次年度の事業について見直し、改善を図
ることができる。また、年次成果報告書を発行することで、事業
成果を広く公表・普及することできる。

全
体





「地（知）の拠点整備事業【大学  COC  事業】  

アンケート調査表  
	 

	 

問１．これまでに本学の活動を実際に見たり、新聞・テレビ・ホームページなどでの報道をご覧になって、  

本学の地域貢献への取り組みへの感想として、あてはまるものを１つ選び、番号に○を付けてください。  

	 

問１-１．本学の活動をご存じですか。  

１．はい	 ２．いいえ	 

	 

問１-２．問１-１で「はい」とお答えおただいた方へ、その活動の取り組みへの感想をお答え下さい。  

１．とても貢献している	 

２．やや貢献している	 

３．どちらでもない	 

４．あまり貢献していない	 

５．全く貢献していない	 

	 

問２．同封のパンフレットをご覧になって、本学が行っている、または行おうとしている次の分野の活動に  

ついて、あなたの「本学活動の認知度」、「本学への期待度」をそれぞれあてはまるものを１つ選び、  

番号に○を付けてください。  

	 ①認知度	 ②期待度	 

活
動
番
号	 

項目	 

知

て
い
る	 

聞
い
た
こ
と	 

が
あ
る	 

知
ら
な
い	 

期
待
す
る	 

や
や
期
待
す
る	 

ど
ち
ら
で
も	 

な
い	 

あ
ま
り
期
待	 

し
な
い	 

期
待
し
な
い	 

１	 

	 

小規模・高齢化が深

刻な集落におけるコ

ミュニティー維持活

性化	 

1	 2	 3	 1	 2	 3	 4	 5	 

【活動内容】高齢化が進んでいる地区・集落での活動（祭など）へ本学学生が参画します。	 

２	 

	 

人口減少社会を支え

るための先進的なも

のづくり	 

1	 2	 3	 1	 2	 3	 4	 5	 

【活動内容】人出不足を補う農業・林業支援ロボット、環境観測ロボットの開発と実践を行います。	 

３	 
	 

自然の積極的な活用

による保全と地域活

性化（観光・教育）	 

1	 2	 3	 1	 2	 3	 4	 5	 

【活動内容】豊後大野市ジオパーク構想・エコパーク構想と連携した自然保護に関わるひとづくりや	 

学生活動による観光振興を図ります。	 

４	 

	 

地域商店及び商店街

の活性化による地域

振興	 

1	 2	 3	 1	 2	 3	 4	 5	 

【活動内容】地域の商店や商店街と連携して、学生活動拠点を設置し、人の流れを呼び戻すための	 

地域振興や商店街の活性化に取り組みます。	 

	 	 



	 ①認知度	 ②期待度	 

活
動
番
号	 

項目	 

知

て
い
る	 

聞
い
た
こ
と	 

が
あ
る	 

知
ら
な
い	 

期
待
す
る	 

や
や
期
待
す
る	 

ど
ち
ら
で
も	 

な
い	 

あ
ま
り
期
待	 

し
な
い	 

期
待
し
な
い	 

５	 

	 

健康増進および生活

支援によるコミュニ

ティの維持	 

1	 2	 3	 1	 2	 3	 4	 5	 

【活動内容】総合型地域スポーツクラブの活動支援や高齢者の生活支援活動を教員と学生が共同して	 

行っていきます。	 

６	 

	 

ＮＰＯ法人の活動経

営支援	 
1	 2	 3	 1	 2	 3	 4	 5	 

【活動内容】地域で活躍する NPO（社会貢献活動等を行う市民団体等）との協働活動と財務改善の	 

提案をしています。	 

７	 

	 

地域ブランドの発掘

による交流人口の増

加産業の活性化（６

次化）	 

1	 2	 3	 1	 2	 3	 4	 5	 

【活動内容】地域の特産品の発掘をおこない、それをブランド化し流通させることで、地域の活性を	 

推進していきます。	 

	 

問３．本学の地域での活動（教育・研究・社会貢献）に対して協力してみたいですか。あてはまるものを次の  

中から１つ選び、番号に○を付けてください。  

１．協力したい	 

２．どちらかといえば協力したい	 

３．どちらでもない	 

４．どちらかというと協力したくない	 

５．協力したくない	 

	 

問４．あなたが感じている地域課題や生活上の問題点は以下のうちどれですか。あてはまるものをいくつでも  

選び○を付けてください。また、その中で本学に特に取り組んで欲しい（改善してほしい）課題を３つ  

まで選び、○を付けてください。  

番号   項目  
地域課題・問題点  

（○はいくつでも）  

特に取り組んで  

欲しい課題  

（○は３つまで）  

１	 近所づきあいの希薄化	 １	 １	 

２	 地域内で互いに支える環境作り（地域力の向上）	 ２	 ２	 

３	 地域活動・支援を担う人材の養成・確保	 ３	 ３	 

４	 身近な生活相談支援体制の充実	 ４	 ４	 

５	 地域活動に関する情報提供の充実	 ５	 ５	 

６	 地域ぐるみの防災体制の強化	 ６	 ６	 

７	 地域内での雇用数の不足	 ７	 ７	 

８	 若者が身近にいない	 ８	 ８	 

９	 公共交通が不便	 ９	 ９	 

10	 買い物の場所が無い	 10	 10	 

11	 地域の課題を特に感じていない	 11	 11	 

12	 その他（	 ）	 12	 12	 

	 	 



問５．お住まいの地域の中で今後活躍して欲しい人材として当てはまるものを、以下のうちから２つまで選び  

○を付けてください。  

１．向上心をもって、どんなことにも挑戦し続けられる人材	 

２．高度な専門性・知識を活用できる人材	 

３．お互いを尊重し協力することで、成果を生み出すことのできる人材	 

４．価値観を共有することができ、高い倫理観を持った人材	 

５．主体的に考え行動できる人材	 

６．地域に定住してくれる若い人材	 

７．地域住民と率先して関わる人材	 

８．地域に愛着を持ってくれる人材	 

９．その他（	 ）	 

	 

問６．本学についてどのようなイメージをお持ちですか。あてはまるものを３つまで選び、番号に○を付けて  

ください。  

１．校風や雰囲気が良い	 

２．就職に有利である	 

３．教育方針・カリキュラムが魅力的である	 

４．研究面で優れている	 

５．学生の面倒見が良い	 

６．国際的なセンスが身につく	 

７．社会で必要な実践力が身につく	 

８．人間力教育に力を入れている	 

９．地域への貢献が大きい	 

10．スポーツ活動が活発	 

11．学生が元気	 

12．親しみやすい	 

13．その他	 

（	 ）	 

	 

問７．本学の教育・研究・社会貢献活動について、取り組んで欲しいこと、ご要望、ご意見がありましたら、  

ご自由にお書き下さい。（自由回答）  

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 



<<最後にあなたのことについてお尋ねいたします。あてはまる番号に○をつけてください。>>  

	 

	 

問１．あなたの性別は  

１．男性	 ２．女性	 

  

問２．あなたの年齢は  

１．20 歳未満	 

２．20〜29 歳	 

３．30〜39 歳	 

４．40〜49 歳	 

５．50〜59 歳	 

６．60〜69 歳	 

７．70〜79 歳	 

８．80 歳以上	 

  

問３．あなたの職種は  

１．会社員（経営者・役員）	 

２．会社員（一般従業者）	 

３．公務員	 

４．農林水産業	 

５．自営業	 

６．パート・アルバイト	 

７．家事従事者	 

８．学生	 

９．無職	 

10．その他（	 ）	 

  

問４．あなたがお住まいの地区はどちらですか。大分市在住の方は、地区までお答え下さい。  

１．大分市	 

２．豊後大野市	 

３．別府市	 

４．中津市	 

５．日田市	 

６．佐伯市	 

７．それ以外の大分県内	 

（	 ・町・村）	 
	 

	 （	 	 ）地区	 

  

問５．今のお住まいの地区には、何年お住まいになりますか。  

１．５年未満	 

２．５～10 年未満	 

３．10～20 年未満	 

４．20～30 年未満	 

５．30 年以上	 

	 

	 



1 / 2 ページ

（数値�上段：％，下段：件数）
問1-1．活動の認知 問1-2．活動の取り組みへの感想

�
サ
ン
プ
ル
数

は
い

い
い
え

無
回
答

�
サ
ン
プ
ル
数

と
て
も
貢
献
し
て
い

る や
や
貢
献
し
て
い
る

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
貢
献
し
て
い

な
い

全
く
貢
献
し
て
い
な

い 無
回
答

100.0 29.8 67.9 2.4 100.0 40.0 50.0 6.0      -      - 4.0
168 50 114 4 50 20 25 3      -      - 2

問2．①活動の認知度 問2．②活動への期待度
 �

サ
ン
プ
ル
数

知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

 �
サ
ン
プ
ル
数

期
待
す
る

や
や
期
待
す
る

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
期
待
し
な
い

期
待
し
な
い

無
回
答

100.0 16.1 25.0 56.5 2.4 100.0 55.4 24.4 6.5 5.4 1.2 7.1
168 27 42 95 4 168 93 41 11 9 2 12

100.0 15.5 16.1 63.7 4.8 100.0 56.5 20.8 8.9 3.0 3.0 7.7
168 26 27 107 8 168 95 35 15 5 5 13

100.0 17.9 21.4 56.5 4.2 100.0 54.2 23.8 8.9 2.4 3.0 7.7
168 30 36 95 7 168 91 40 15 4 5 13

100.0 12.5 18.5 64.9 4.2 100.0 48.8 24.4 7.7 7.1 3.6 8.3
168 21 31 109 7 168 82 41 13 12 6 14

100.0 8.9 18.5 67.9 4.8 100.0 47.6 23.8 13.1 3.6 2.4 9.5
168 15 31 114 8 168 80 40 22 6 4 16

100.0 8.9 19.0 66.7 5.4 100.0 43.5 23.8 14.3 5.4 3.0 10.1
168 15 32 112 9 168 73 40 24 9 5 17

100.0 7.1 18.5 68.5 6.0 100.0 50.6 20.2 11.9 4.8 3.0 9.5
168 12 31 115 10 168 85 34 20 8 5 16

問3．地域での活動（教育・研究・社会貢献）に対する協力意向

�
サ
ン
プ
ル
数

協
力
し
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

協
力
し
た
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

協
力
し
た
く
な
い

協
力
し
た
く
な
い

無
回
答

︻

協
力
し
た
い

︼
計

︻

協
力
し
た
く
な
い

︼
計

100.0 19.0 36.3 29.2 6.5 3.6 5.4 55.3 10.1
168 32 61 49 11 6 9

問4．地域課題や生活上の問題点

�
サ
ン
プ
ル
数

地
域
の
課
題
を
特
に

感
じ
て
い
な
い

無
回
答

そ
の
他

買
い
物
の
場
所
が
無

い 地
域
活
動
に
関
す
る

情
報
提
供
の
充
実

公
共
交
通
が
不
便

身
近
な
生
活
相
談
支

援
体
制
の
充
実

地
域
内
で
の
雇
用
数

の
不
足

近
所
づ
き
あ
い
の
希

薄
化

地
域
ぐ
る
み
の
防
災

体
制
の
強
化

若
者
が
身
近
に
い
な

い 地
域
内
で
互
い
に
支

え
る
環
境
作
り
︵

地

域
力
の
向
上

︶

地
域
活
動
・
支
援
を

担
う
人
材
の
養
成
・

確
保

100.0 0.6 1.2 3.0 33.9 35.1 36.3 37.5 38.1 42.9 48.8 57.7 59.5 67.9
168 1 2 5 57 59 61 63 64 72 82 97 100 114

問4．特に取り組んで欲しい地域課題や生活上の問題点

�
サ
ン
プ
ル
数

地
域
の
課
題
を
特
に

感
じ
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

買
い
物
の
場
所
が
無

い 近
所
づ
き
あ
い
の
希

薄
化

地
域
活
動
に
関
す
る

情
報
提
供
の
充
実

地
域
内
で
の
雇
用
数

の
不
足

公
共
交
通
が
不
便

身
近
な
生
活
相
談
支

援
体
制
の
充
実

地
域
ぐ
る
み
の
防
災

体
制
の
強
化

若
者
が
身
近
に
い
な

い 地
域
内
で
互
い
に
支

え
る
環
境
作
り
︵

地

域
力
の
向
上

︶

地
域
活
動
・
支
援
を

担
う
人
材
の
養
成
・

確
保

100.0 0.6 2.4 8.9 14.3 15.5 15.5 17.3 17.3 20.2 24.4 27.4 38.1 46.4

「地（知）」の拠点整備事業【大学COC事業】アンケート調査（集計速報値）

7.地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの発掘による交流人口の増
加産業の活性化（6次化）

6.NPO法人の活動経営支援

5.健康増進および生活支援によるコミュニ
ティの維持

4.地域商店及び商店街の活性化による地
域振興

3.自然の積極的な活用による保全と地域
活性化（観光・教育）

2.人口減少社会を支えるための先進的な
ものづくり

1.小規模・高齢化が深刻な集落におけるコ
ミュニティー維持活性化

6.NPO法人の活動経営支援

7.地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの発掘による交流人口の増
加産業の活性化（6次化）

1.小規模・高齢化が深刻な集落におけるコ
ミュニティー維持活性化
2.人口減少社会を支えるための先進的な
ものづくり
3.自然の積極的な活用による保全と地域
活性化（観光・教育）
4.地域商店及び商店街の活性化による地
域振興
5.健康増進および生活支援によるコミュニ
ティの維持
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（数値�上段：％，下段：件数）

「地（知）」の拠点整備事業【大学COC事業】アンケート調査（集計速報値）

168 1 4 15 24 26 26 29 29 34 41 46 64 78

問5．地域の中で今後活躍して欲しい人材

�
サ
ン
プ
ル
数

向
上
心
を
も
っ
て

、

ど
ん
な
こ
と
に
も
挑

戦
し
続
け
ら
れ
る
人

高
度
な
専
門
性
・
知

識
を
活
用
で
き
る
人

材 お
互
い
を
尊
重
し
協

力
す
る
こ
と
で

、
成

果
を
生
み
出
す
こ
と

価
値
観
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き

、
高
い

倫
理
観
を
持
っ
た
人

主
体
的
に
考
え
行
動

で
き
る
人
材

地
域
に
定
住
し
て
く

れ
る
若
い
人
材

地
域
住
民
と
率
先
し

て
関
わ
る
人
材

地
域
に
愛
着
を
持
っ

て
く
れ
る
人
材

そ
の
他

無
回
答

100.0 28.0 9.5 39.3 14.3 12.5 41.1 31.0 26.2      - 1.8
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日本文理大学 「地（知）の拠点整備事業【大学 COC 事業】」 

インターンシップに関するアンケート調査 

 

問１．会社名をご記入下さい。（本調査に関しましては、記名式でお願いしています。） 

 

 

問２．業種をお答え下さい。 

１．農林漁業 ５．小売業 ９．不動産業 13．公務 

２．製造業 ６．金融業 10．飲食・宿泊業 14．その他サービス業

３．建設業 ７．情報通信業 11．教育・学習支援業 15．その他 

４．卸売業 ８．運輸業 12．医療・福祉 （        ）

 

問３．これまでに大学生のインターンシップ受入（本学に限りません）を実施されたことは、 

ありますか。 

１．はい ２．いいえ 

 
問４．問３で「はい」と回答された場合、お答え下さい。 

これまでのインターンシップ受入に対しての満足度はいかがでしたか。 

１．非常に満足 ４．どちらかといえば不満 

２．どちらかといえば満足 ５．非常に不満 

３．どちらでもない  

 

＜＜今後のインターンシップ受入に関してお尋ねいたします＞＞ 

問５．今後、大学生のインターンシップの受入を考えていますか。 

１．実施中または予定である ３．実施予定はない 

２．実施を検討している ４．未定 

 

問５で「１．実施中または予定である」、「２．実施を検討している」を選択された方は 

以下の問（問６〜問 10）にお答え下さい。それ以外の方は、問 11．へお進み下さい。 

 

問６．インターンシップ受入可能期間をお答え下さい（複数選択可）。 

１．1日 ４．2週間程度 

２．2〜3日 ５．1ヵ月程度 

３．1週間程度 ６．その他（           ） 

 

問７．インターンシップ受入可能時期をお答え下さい。 

（例：7月、夏休み期間、8月及び 3月 など） 

 

 

問８．インターンシップ受入時の就業タイプをお答え下さい（複数選択可）。 

１．見学・体験タイプ（実際の職場で業務について説明を受け、仕事を少しだけ体験できる。）

２．講義タイプ（業界・企業・仕事についての講義の中で、その企業の事業内容を理解し、 

  「働く」ことについて学ぶ。） 

３．プロジェクトタイプ（学生でチームを組み、その企業の事業にかかわる課題に取り組む。）

４．実践タイプ（各部署に配属され、社員の一人として業務を任される。） 

 



問９．インターンシップ受入可能な学年について、すべて○を付けて下さい。 

１．1年生 ３．3年生 

２．2年生 ４．4年生 

 

問 10．インターンシップ受入に対して、条件や本学へのご要望がありましたらご記入ください。 

 

 

問 11．今後期待する若い人材としてあてはまるものを、以下のうちから２つまで選び、番号に

○を付けてください。 

１．向上心をもって、どんなことにも挑戦し続けられる人材 

２．高度な専門性・知識を活用できる人材 

３．お互いを尊重し協力することで、成果を生み出すことのできる人材 

４．価値観を共有することができ、高い倫理観を持った人材 

５．主体的に考え行動できる人材 

６．進んで報告・連絡・相談し、情報を他者と共有できる人材 

７．集団の規範やルールを守ることができる人材 

８．自己の成長のために学び続ける姿勢が身についている人材 

９．その他（                                  ） 

 

問 12．本学についてどのようなイメージをお持ちですか。あてはまるものを３つまで選び、 

番号に○を付けてください。 

１．校風や雰囲気が良い ７．社会で必要な実践力が身につく 

２．就職に有利である ８．人間力教育に力を入れている 

３．教育方針・カリキュラムが魅力的である ９．地域への貢献が大きい 

４．研究面で優れている １０．スポーツ活動が活発 

５．学生の面倒見が良い １１．学生が元気 

６．国際的なセンスが身につく １２．親しみやすい 

１３．その他（                                  ） 

 

問 13．インターシップ以外で、本学の教育・研究･社会貢献として取り組んでもらいたいこと、

その他本学に対するご意見、ご提案がありましたら、ご自由にお答え下さい。（自由回答） 

 

 

調査票のご記入、ありがとうございました。 
本調査票は、本学のインターンシップ教育の充実、大学ＣＯＣ事業の推進のみに使用し、会社名

を公表することはありません。 

 

【提出方法】 

ＦＡＸ ０９７−５２４−２６６３  または  E-mail  coc@nbu.ac.jp 

【提出締切】２０１５年３月１３日（金）までにお願いします。 



１．調査目的

２．調査期間
　○ 大分県中小企業家同友会会員：2015年2月19日（木）～2015年3月13日（金）
　○ 平成26年度 第3回ものづくり大分産学交流会 参加者：2015年3月17日（火）

３．回収数・回答率
　○ 大分県中小企業家同友会会員： 22社／540社（4.1%）
　○ 平成26年度 第3回ものづくり大分産学交流会 参加者： 18社　　　合計40社

４．集計結果

日本文理大学　「地（知）の拠点整備事業【大学COC事業】」
インターンシップに関するアンケート調査　報告書

　本学大学COC事業の推進にあたっては、自治体（大分県、大分市、豊後大野市）との連携のみなら
ず、地域経済を支える中小企業各社との連携が今後ますます不可欠となる。そこで、大分県中小企業
家同友会のご協力を得て、会員各社にインターンシップ及び人材育成に関する会員アンケートを実施
し、今後の教育改善・実施に活かすことを目的とした。
　また、本学・（一社）大分県工業連合会・大分県の主催で行われた「平成26年度 第3回ものづくり大分
産学交流会」会場においても、参加企業等に対して同様のアンケートを実施した。

　以下では、大分県中小企業家同友会（大分同友会）、ものづくり大分産学交流会(同友会以外）毎の集
計結果について表記する。
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同友会以外

大分同友会

5

176

11

10

5

10

15

20

25

30

ある ない 無回答

問３．大学生のインターンシップ受入経験（本学に限らず）
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大分同友会
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「問６」〜「問10」は「問５」で「１．実施中または予定」または「２．実施を検討」を選択した場合のみ回答。
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問７．インターシップ受入可能時期（自由記述）
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問10．インターンシップ受入に対して、条件や本学への要望
　・インターシップを通して、就職先としてマテハン業界を知ってもらいたい（製造業）

　・経済を通して自分希望の生涯計画のヒントを見つけてほしい。客との対話が学びの場となります。（卸売業）

　・ホテル、旅館で働いてみたい人（宿泊業）

　・情報メディア学科希望（その他）

　・まじめでやる気のある方（金融業）

　・やる気のある方・地方を愛している方・向上心のある方・協力的な方・自ら希望する方（小売業）

　・当社では採用選考の中にインターシップを組み込んでおり毎年期間を違えて数名受け入れております。

　　よって現時点に於いては通常の受入れが叶わない状態です。（建設業）

　・業務に興味を持ってほしい。単位のみでインターシップに来る学生がいる。（製造業）

　・対応可能な内容については職員の状況（業務負荷など）によります（公務）

1. 見学・体験タイプ･･･実際の職場で業務について説明を受け、仕事を少しだけ体験できる。
2. 講義タイプ･･･業界・企業・仕事についての講義の中で、その企業の事業内容を理解し、 「働く」ことについて
　学ぶ。
3. プロジェクトタイプ･･･学生でチームを組み、その企業の事業にかかわる課題に取り組む。
4. 実践タイプ･･･各部署に配属され、社員の一人として業務を任される。
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問13．インターシップ以外で、本学の教育・研究･社会貢献として取り組んでもらいたいこと、

　　　　その他本学に対する意見、提案
　・講義の中にマテリアル・ハンドリングに関するものを取り入れていただきたいです。（製造業）

　・中小企業に関心をもっている若人と出会えて学校訪問に感動し出来れば県内に人力してほしい（卸売業）

　・本校への出前講座が考えられます。企業内の組織や仕組み、業務のシステム化など、参考となる実際体験談を学ぶ機会

　　としたらいかがでしょう。（その他サービス業）

　・大学生へボランティアも大事だと思うが大分県は観光都市としての可能性を秘めていると思うので是非、観光について

　　学んでほしい。（宿泊業）

　・地域企業との雇用マッチングプロジェクトが実現出来れば注目されると思う

　・・様々な分野において期待しています。・学生一人一人を大切にし、社会に貢献できる人材を育成してほしい。

　　・特に地方中小企業では学生（大卒）の活躍できる（リーダーシップを発揮できる）場所が沢山あり必要としているので

　　この取組みに感謝していますし成果を上げてほしい。（小売業）

　・基礎学力の養成・働くこととはどういうことかを個々人がそれなりの考えを持つべく指導願いたい。（社会規範や社内規律を

　　守ることも含めて）（建設業）

　・産学官連携強化！（製造業）

　・産学官連携事業に積極的に参画していただいており感謝している。自動車関連産業振興の取組にはこれまでも参画して

　　いただいているが医療機器での地場企業との共同研究などにも参画、提案をいただきたい
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平成26年度 日本文理大学 卒業研究・論文・設計　地域志向関連リスト

No 学籍番号 卒業研究・論文・設計テーマ 共同研究

1 機械電気工学科 トマト収穫に向けたプラットフォームの設計と開発

2 機械電気工学科 熱水発電装置の基礎研究　-単モジュール特性-

3 機械電気工学科 熱水発電装置の基礎研究　-多モジュール化特性-

4 建築学科 佐賀関地区の少子高齢化の現状と地域づくり方策に関する研究 2名

5 建築学科 河川プールに着目した豊後大野市ふるさと体験村の魅力向上に関する研究 2名

6 建築学科 河川シミュレータを用いた柴北川における流域環境の調査

7 建築学科 カエルを指標とした里山（竹田市岡本地区）における生物多様性の現状

8 建築学科 南海トラフ巨大地震を想定した津波避難についての研究

9 建築学科 コンクリート骨材に利用される川砂および海砂に関する調査

10 建築学科 中判田駅を中心とするまちづくりプロジェクト　その１～駅の利用状況について～

11 建築学科 中判田駅を中心とするまちづくりプロジェクト　その２～施設改善について～

12 建築学科
中判田駅を中心とするまちづくりプロジェクト　その３～カコヲカコウ～保存と再生を繰り返
し人々の暮らしをつなげる提案～　（卒業設計）

13 建築学科
中判田駅を中心とするまちづくりプロジェクト　その４～rising town～四季を感じる憩いの
場～　（卒業設計）

2名

14 建築学科 Circle of people　【卒業設計：大分市佐賀関地区】

15 建築学科 Priceless Space ～人生にちょっとした贅沢を～　【卒業設計：大分市かんたん公園】

16 建築学科 海からまちへ、まちから海へ　【卒業設計：大分市住吉泊地】 2名

17 建築学科 分かち合う。　～本音と建前の仮面の世界へ～　【卒業設計：大分市府内町病院】

18 建築学科 人隣～ひとり～　【卒業設計：大分市営裏川団地】

19 建築学科 三つの道が交錯する駅　【卒業設計：臼杵駅】

20 建築学科 ｐｒｅｃｉｏｕｓ　ｔｉｍｅ　ｏｆ　ｍｉｎｄ　【卒業設計：大分空港】

21 建築学科 ｓｔａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｐｅｏｐｌｅ　杵築　（卒業設計）

22 建築学科
”ＳＡＮＢＯＵ　ＳＵＮＳＨＩＮＥ”　～今後の日本の地熱発電所のあるべき姿の提案～　（卒業
設計）

23 航空宇宙工学科 温泉熱を利用したスターリングエンジン　～設計、製作、稼働～

24 情報メディア学科 「おおいた豊後大野ジオパーク」の地域活性化を促進させる映像制作

25 情報メディア学科 映像制作「おおいた姫島ジオパーク」

26 情報メディア学科 映像制作「国東半島　世界農業遺産認定としいたけ栽培」

27 情報メディア学科
[OITA　DESIGN　POWER　２０１４]Design　Caf?　２　-プロアマ同一テーマ作品制作への参
加-

28 経営経済学科 ジオパークの現状と課題～豊後大野市の地域活性化に向けた私見～

29 経営経済学科 大分駅再開発と九州内の主要駅再開発の検証 6名

30 経営経済学科 大分県地域経済の分析

31 経営経済学科 東九州における鉄道観光の必要性

32 経営経済学科 東九州自動車道が大分・宮崎にもたらすもの 2名

33 経営経済学科 トヨタ自動車の経営戦略と大分におけるトヨタディーラーの販売戦略

34 経営経済学科 別府温泉の歴史と現状

35 経営経済学科 宇佐神宮の歴史と経済の進展について

36 経営経済学科 大分トリニータが大分県にもたらす地域貢献に関する一考察

37 経営経済学科
地方都市におけるＪクラブの経営に関する一考察-サガン鳥栖、大分トリニータを事例とし
て-

38 経営経済学科 日本文理大学学生のアルバイトにおける労働環境に関する研究





地方の高校・大学で求められるアクティブラーニング
～ 地域で活躍できる若者を育てるために必要な教育改革 ～

教育に求められている変容：
若者を育てるアクティブラーニング

（ 京都大学 高等教育研究開発推進センター 教授 ）
溝 上　慎 一 氏 

（ 一般財団法人 熊本市国際交流振興事業団 事務局長）
八 木　浩 光 氏 

熊本における地域と協働した高校生教育の可能性

（学校法人河合塾 教育研究開発本部 開発研究職 ）成 田　秀夫 氏 

これからの地方の人材に必要な中等・高等教育と
社会の接続をどう実現するか？
■ コーディネーター

■ パネリスト

（ 京都大学 高等教育研究開発推進センター 教授 ）
溝 上　慎 一 氏◆

◆

◆

◆
（ 大分県立大分豊府高等学校）
佐 藤　茂 氏

（ 日本文理大学 人間力育成センター長）
吉 村　充 功

日本文理大学　学生代表

2014
11 11

16：4013：00 ▽

/ 火日 時 ホルトホール大分
３階 大会議室

会 場 入場
無料

主 催 /

後 援 / 大分県・大分市・豊後大野市・大分県教育委員会・大分市教育委員会・豊後大野市教育委員会・
大分高等教育協議会・日本財団学生ボランティアセンター・（一財）熊本市国際交流振興事業団・
大分合同新聞社・西日本新聞社・ＮＨＫ大分放送局・ＯＢＳ大分放送・ＴＯＳテレビ大分・
ＯＡＢ大分朝日放送・ＯＣＴ大分ケーブルテレコム

NBU日本文理大学

N B U 日 本 文 理 大 学

少子高齢化やグローバル化の中で
地方に求められる教育改革を考える！

「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」キックオフシンポジウム
チャレンジＯＩＴＡ人材育成フォーラム 2014

少子高齢化に伴う社会の活力低下や地域コミュニティの衰退、都市と地方の格差拡大、さらにはグローバル化による産業構造の変化や自然災害の脅威など我々を
取り巻く情勢は刻々と変化しています。
そのような中、日本文理大学は、文部科学省「地（知）の拠点整備事業（Center of Community：大学 COC 事業）」に選定され、様々な地域課題を乗り切るため
に必要な豊かな心と専門的課題解決力を兼ね備える「地域創生人材」の育成を地域との実践的協働活動により目指しています。
大学 COC 事業キックオフシンポジウムとなる本フォーラムでは、「地方創生」を先取りし、地方の課題が山積する中で活躍できる若者を育てるために、高校や大
学の現場で必要となる“教育”を理解し、その教育を実現するための取組みや教育手法を議論することで、高校・大学・社会が接続していくための教育改革の方
向性を共有することを目的とします。

開 催 趣 旨

（ 日本文理大学 学長）平 居　孝 之
13：00主 催 者 挨 拶

13：10基 調 講 演

14：25基 調 報 告

15：05パネルディスカッション

16：40閉 会

ＮＢＵは地（知）の拠点として

に取り組みます
「豊かな心と専門的課題解決力を持つおおいた地域創生人材の育成」
文部科学省が自治体を中心に地域社会と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学等を支援する「平成26年度　地（知）
の拠点整備事業　Center of Community〔大学COC事業〕」に、本学が申請した取り組みがこれまでの人間力教育の成果とともに評価を受け選定
されました。今年度の本事業には、国公私立大学等から237件の申請があり、25件のみが選定されるという狭き門でした。

※ 原則、事前申込が必要です。【申込締切 11/7　 】（金）

席数に余裕がある場合は、当日の参加申込も可能ですが、配布資料が不足することがござい
ますのでご了承ください。

（受付時間 9:00 ～ 17:00 / 月～金の平日に限る）

（ＰＣ版のみ）

※ＦＡＸ，郵送での申込の場合は、ホームページから「参加申込書」をダウンロードしてください。

097-524-2704
http://www.nbu.ac. jp ⇒ 専用申込フォーム
097-593-3400
〒870-0397 大分県大分市一木 1727 日本文理大学 教務担当

電 話 の 場 合

ホームページの場合

ＦＡＸの 場 合

郵 送 の 場 合

参加申込先

日本文理大学 教務担当
TEL.
Email. kyoumu@nbu.ac. jp

097-524-2704（土・日・祝日除く）

お 問 合 せ

大分市金池南 1丁目 5番 1号
TEL. 097-576-7555

ホルトホール大分１Ｆ展示スペースでＮＢＵの取り組みを紹介して
います。是非ご覧下さい。
展示期間 2014 年 11 月 4日（火）～ 11月 11 日（火）

活 動 展 示プログラム

連携自治体：大分県・大分市・豊後大野市
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日本文理大学「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」佐賀関地区キックオフ講座

チャレンジＯＩＴＡ地域創生人材講座２０１５ in 佐賀関

【開催趣旨】
日本文理大学（NBU）では,文部科学省「地（知）の拠点整備事業」に選定され, 地域課題である少子

高齢社会を豊かに乗り切るために必要な豊かな心と専門的課題解決力を兼ね備える「地域創生人
材」を大分市佐賀関地区，豊後大野市での地域実践を通じて育成すると同時に,地域課題解決によ
る地域力の向上を目指した事業展開をしています。

佐賀関地区でのＣＯＣ事業のキックオフに位置づける今回の地域創生人材講座は，地域と学生の
協働によるこれからの地域づくりをテーマに，チームの重要性をゲームを通じて理解するワークショッ
プと，それを踏まえてこれからの佐賀関地区の地域づくりを学生との協働を通じて考えるワークショッ
プを実施します。

今回の講座をきっかけに，新年度から本格化するＮＢＵの佐賀関での学生活動，住民協働の地域
づくりを実りのあるものにしていきたいと考えています。

【日 時】 平成27年2月14日（土） 13:00～16:00
【会 場】 佐賀関公民館 2階 研修室1・2 

（大分市大字佐賀関1407番地の27 佐賀関市民センター内 Tel：097‐575‐2557）
【主 催】 日本文理大学
【テーマ】 地域創生人材の育成で佐賀関地区を元気に！

【当日スケジュール】
○主催者挨拶・開催趣旨：13:00～13:05

○レクチャー＆ワークショップ① （13:05～14:15 70分）
テーマ：『ゲームで学ぶマネジメント入門』～地域を元気にする組織づくり～
講 師 ：日本文理大学 経営経済学部 学部長・教授 橋本 堅次郎

○休憩：14:15～14:30 （15分）

○ワークショップ② （14:30～15:50 80分）
テーマ：『これからの佐賀関地区の活性化を考えよう』～住民と学生協働の地域づくり～

ファシリテーター：日本文理大学 工学部 建築学科 教授 吉村 充功 ほか

○まとめ：15:50～16:00

【申込方法】
ＦＡＸまたはＥメールに氏名，住所，所属（お勤めの方or学生），電話番号をご記入の上，
2月12日(木)までに下記までお申し込み下さい。

ＦＡＸ：０９７－５９３－３４００ Ｅメール：kyoumu@nbu.ac.jp
座席に余裕がある場合は当日参加も受け付けます。（裏面FAX申込用紙）
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日本文理大学「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」豊後大野キックオフ講座

チャレンジＯＩＴＡ地域創生活動 会２０１５ in 豊後大野
【開催趣旨】

日本文理大学は 平成２６年度文部科学省「地（知）の拠点整備事業」に選定され 大分 の「地
（知）の拠点」の を目指して 「豊かな心と専門的課題解決力を おおいた地域創生人材の
育成」をテーマに地域での教育・研 ・社会 活動を展開しています。

本 会では 日本文理大学が り組 地域創生人材育成に向けた「教育・研 ・社会 （学生
課 ）活動」に いて 今年度の成 を学生 教 から地域の さまに します。地域の さま

に活動 のご理解を くとともに 地域創生人材育成の活動重点地域である豊後大野市の と
今後の 展性に いて し 新たな学生活動の 性を することを目的に実施します。

【日 時】 平成27年2月21日（土） 13:00～15:40 ※参加
【会 場】 豊後大野市役所本 １階 センター （豊後大野市 重 市場1200番地）
【主 催】 日本文理大学
【後 】 豊後大野市
【テーマ】 豊後大野市での学生教育・研 活動の成 を地域住民と し地域の 展性を う！

【当日スケジュール】 ※ により 時 は 後する場合があります。

○ 13:00～13:05 主催者あいさ
○ 13:05～13:15 日本文理大学 大学ＣＯＣ事業 者 吉村 充功

「ＮＢＵ日本文理大学の今後の地域での教育方
～豊かな心と専門的課題解決力を おおいた地域創生人材育成の展 ～」

○13：15～13：30 学生研 建築学科 学生
「 プールに 目した るさと 村の 力向上 の 」

○13：30～13：40 学生研 建築学科 学生
「 シ ュレータを用いた における るさと 村 の 域 」

○13：40～13：55 学生研 経営経済学科 学生
「大分から まる地域活性化 の ～豊後大野・佐賀関の り に 目して～」

○13：55～14：10 教 研 経営経済学部 高橋 郎
「 学 における 的心理教育の 入に いて」

○14：10～14：20 休憩
○14：20～14：35 教 教育 工学部

「 ンテリ ン科目での り組みとその 」
○14：35～14：50 教 研 工学部 平

「プ シーに した高齢者の り 」
○14：50～15：05 教 研 工学部 裕

「 ットの開 と の 」
○15：05～15：20 課 学生活動 人 力育成センター 高 大

「 大 地区における民 ・ 業 活動 」
「おおいたチャレンジ ワー における豊後大野ジオ トを る の実践」

○15：20～15：30 講 （豊後大野市）
○15：30～15：40 主催者 ・お の

【申込方法】
ＦＡＸまたはＥメールに氏名 住所 所属（お勤めの方or学生） 電話番号をご記入の上
2月19日(木)までに下記までお申し込み下さい。

ＦＡＸ：０９７－５２４－２６６３ Ｅメール：coc@nbu.ac.jp
座席に余裕がある場合は当日参加も受け付けます。 （裏面FAX申込用紙）
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分科会2
「地方大学におけるICTを活用したアクティブラーニング」

日本文理大学
工学部建築学科 准教授
（FD委員長・工学部教務委員長）
近藤 正一 先生

日本文理大学は大分県にある。本校のような地方大学は大都市や他大学などと
の「遠さ」が、人的交流や物的交流のネックになっている。例えば有名建築家など
を非常勤講師に招いた授業を実施したくても、地方だとなかなか実現しにくい。
そこで、これまでICT（情報通信技術）を導入することにより、地方大学の弱点を克
服するための取り組みを実践してきた。

また、2005年ごろから「アクティブラーニング」という言葉が話題となっている。
アメリカ国立訓練研究所が提示した「ラーニングピラミッド」では、従来の教員か
ら学生への一方通行の講義は記憶率が5%であるが、グループ討論や体験学習、
他人に教える経験などの方法を採ると、記憶率は50～90%に高まる。このように
学生が能動的に授業に参加する教育方法をアクティブラーニングと文部科学省
では定義している。

これまでの大学は主として「知識を習得する場」だったが、将来の社会が予測困
難な現代において、大学はさらに「知識活用能力を養成する場」としても機能し
なければならない。つまり勉強の仕方や問題解決の方法を身に付けさせること
が必要なのだ。そこでアクティブラーニングの出番となる。

アクティブラーニング型授業は座学に比べて手間がかかり、学生も楽しんで学
べる半面、学習のスピードが遅い、概念を知識や経験と関連付けて理解する
「ディープラーニング」が十分に行えないという問題もある。アクティブさとディー
プさを両立させるラーニングが理想だ。

本学では、アクティブラーニングに対応できるように、全科目に「人間力の育成」
を明示するとともに毎回学修課題を与えるよう、シラバスを改訂した。さらに授
業中に学生からフィードバックを受けられるように「クリッカー」という教育設備
を導入した。

クリッカーとは、テレビのリモコンのような装置で、教室の学生全員に配る。
「先生が出した問題に答える」「授業中に分からなくなったらボタンを押す」
「テストを行う」などいろいろな使い方がある。例えば、講義内容が分からないと
いうボタンが多く押された時刻から、先生は講義のどの部分が分かりにくかった
のかを知ることができ、後で教え直せる。

先日、地元の高校生を対象に建築の公開講座を行った。その時、講義の前と後に
建築に対する興味について、クリッカーでアンケートを採った。講義前は建築に
「少し興味がある」という答えが一番多かったが、講義後は「詳しく勉強してみた
い」が一番だった。「かなり好き」「建築にすべてをささげたい」という回答も5割
以上増えた。

また、「ビデオ・オン・デマンド」というシステムも導入している。講義内容をビデ
オに撮って、サーバからインターネットを通じて学生に配信するものだ。大分県
には合計8つの大学・短大・高専があり「とよのまなびコンソーシアムおおいた」
という教育事業を行っている。各大学がビデオ講座のコンテンツを作り、8大学
の間で共有するものだ。

インターネットで映像や音声を送れる「スカイプ」も教育に活用している。例えば
イタリア在住の建築家、安田光男氏に3年生向けに「インテリアデザイン」の講義
をスカイプで行っていただいている。日本とイタリアの間には時差があるので、
安田氏には早朝からスーツを着て講義してもらうなどの負担もあるが、学生
一人ひとりに丁寧に教えてくださっている。

スカイプによる授業では、事前に、学生は先生に制作した課題をメールで送ら
なければならない。そのため、自然にCADの操作が身に付くのも利点だ。また、
面識のある先生であればお願いして、世界中、どこからでも授業を行ってもらえ
る。最近はインターネットの回線状況もよくなってきたので、地方大学ではスカ
イプはきわめて有効な教育ツールになっている。

このほか専門教育での活動で、例えば大分県在住のデザイナー、松岡勇樹氏に
よるVectorworksでオブジェを設計し、レーザーカッターで部品を切り出して組
み立てるといった取り組みや、大分県在住のデザイナー、下島啓吾氏による山林
体験、工房訪問、付属医療専門学校研修など、ICTを活用しつつ地方大学の地の
利を最大限に生かしたプロダクトデザイン教育などを実施している。また、校舎
の階段を実測してVectorworksで製図することと同時にBIMで断面構造を理解
させるなど、CADの導入教育と建築の基礎製図の授業を合体させる取り組みも
推進している。

これらの成果をその他の通常の授業に活用していくことで、さらに全学的かつ
本質的なアクティブラーニングが展開できると考えている。これからもアクティブ
ラーニングの手法によりクラフトデザインとCADとを融合した専門教育を進化さ
せ、敷衍（ふえん）し普及させていきたいと考えている。

「クリッカー」を使用した授業の例

「スカイプ」でイタリアと日本をつないで行った授業の例

- 6 -
3

引用：Vectorworks教育シンポジウム2013「テーマ：デザインイノベーション」（エーアンドエー）より抜粋
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大学COC事業関連 メディア掲載・放映情報 一覧（平成26年度)

放映日時・掲載
日

メディア名 タイトル 出演・掲載者名等

10月21日 大分合同新聞（朝刊）
子どもたちの夢膨らむ　文理大で「お仕事体験ラン
ド」

一木祭「お仕事体験ランド」

10月21日 西日本新聞
10種類の職業体験小学生120人楽しむ　日本文理
大で催し

一木祭「お仕事体験ランド」

11月1日 大分合同新聞（朝刊）
文理大 全学的カリキュラム導入へ　地域振興　学
生も　県、２市と協力

大学ＣＯＣ事業

11月7日 大分合同新聞（朝刊）
ユネスコエコパーク　宮崎県と登録めざせ　県・３市
申請範囲広げＰＲ

建築学科 杉浦 嘉雄 教授
（祖母傾ユネスコエコパーク
推進協議会会長）

11月11日

17：53～19：00

11月25日 大分合同新聞（朝刊）
地方で活躍できる人材を育てよう　文理大がフォー
ラム

大学ＣＯＣ事業

12月4日

17：30～18：00

1月13日 大分合同新聞（朝刊）
自転車で冒険50キロ　文理大生豊後大野の見学地
走破

人間力育成センター

1月16日

ぶんごおおのケーブル
テレビ「なないろ情報
チャンネル週間！情報
トレイン」

豊後大野のジオパークを自転車で巡る旅 人間力育成センター

1月24日 大分合同新聞（朝刊）
人材育成など　文理大と豊和銀が連携協力協定締
結

-

1月24日

17：00～

1月26日

17：30～18：00他

2月4日 大分合同新聞（朝刊）
身近な環境、理解深める　水中観測ロボ研究発表
整備工事　自然と調和を

機械電気工学科 稲川 直裕
准教授

2月5日 大分合同新聞（朝刊）
祖母傾エコパーク　17年の登録目指す　祖母傾ユ
ネスコエコパーク大分・宮崎推進協議会　佐伯で初
会合

建築学科 杉浦 嘉雄 教授

2月5日

17：30～18：00他

2月9日 大分合同新聞（夕刊）
トマト収穫ロボ文理大全国３位　労働者不足の現場
に生かせ！

機械電気工学科 武村研究
室、武村泰範 准教授

2月15日 大分合同新聞（朝刊）
佐賀関どう活性化？文理大生と住民が意見交換
（「チャレンジＯＩＴＡ地域創生人材講座」）

大学ＣＯＣ事業

2月17日

18：15～18：55

2月19日

17：30～18：00

2月24日 大分合同新聞（朝刊）
文理大生、豊後大野市で研究活動　体験村の魅力
向上策報告

大学ＣＯＣ事業

2月25日

17：54～19：00

「おおいた人権フェスティバル佐賀関」併設イベント
「お仕事体験ランド」

人間力育成センター

琉球朝日放送「海が僕
らのフィールド～海洋
ロボット開発に挑む若
者たち～」

沖縄海洋ロボットコンテスト・プレ大会
機械電気工学科 稲川研究
室

ＯＣＴ大分ケーブルテレ
コム「もぎたてプラス」

豊和銀行との連携協力協定締結調印式 -

OBS大分放送「OBSイ
ブニングニュース」

「第1回トマトロボット競技会」遠隔操作部門で全国3
位

機械電気工学科 武村研究
室

TOSテレビ大分「ＴＯＳ
スーパーニュース」

「チャレンジＯＩＴＡ人材育成フォーラム2014」開催 大学ＣＯＣ事業

ＯＣＴ大分ケーブルテレ
コム「もぎたてプラス」

佐賀関公民館「水中観測ロボットの開発」について
講演

機械電気工学科 稲川 直裕
准教授

OCT大分ケーブルテレ
コム「もぎたてプラス～
OITAタウン情報～」

OCT大分ケーブルテレ
コム「もぎたてプラス～
OITAタウン情報～」

チャレンジＯＩＴＡ地域創生人材講座2015in佐賀関 大学ＣＯＣ事業

ＴＯＳテレビ大分「ＴＯＳ
スーパーニュース」

「おおいたものづくり王国総合展」水中観測ロボット
機械電気工学科（稲川研究
室）水中観測ロボット

1／2



大学COC事業関連 メディア掲載・放映情報 一覧（平成26年度)

放映日時・掲載
日

メディア名 タイトル 出演・掲載者名等

2月26日

17：30～18：00他

2月27日

7：00～8：00他

3月3日

17：30～18：00他

3月17日 大分合同新聞（朝刊） 全国「道の駅」連と文理大　体験実習で協定 -

ＯＣＴ大分ケーブルテレ
コム「もぎたてプラス」

「第9回関崎シーサイドウォーキング」に人間力育成
センター有志学生が参加

人間力育成センター学生

ＯＣＴ大分ケーブルテレ
コム「もぎたてプラス」

佐賀関クロメ漁ニュース　水中撮影協力：稲川研究
室水中ロボット

機械電気工学科 稲川研究
室水中観測ロボット

ぶんごおおのケーブル
テレビ「なないろ情報
チャンネル週間！情報
トレイン」

「チャレンジＯＩＴＡ地域創生活動報告会2015in豊後
大野」

大学COC事業

2／2



大分合同新聞 2014 年 11 月 1 日（土）朝刊     大分合同 2014 年 11 月 6 日（木）朝刊 

 







大分合同新聞 2015 年 1 月 24 日（土）朝刊 

 

 

大分合同新聞 2015 年 1 月 27 日（火）朝刊 

 



大分合同新聞 2015 年 2 月 5 日（木）朝刊 

 



大分合同新聞 2015 年 2 月 9 日（月）夕刊 

 



大分合同新聞 2015 年 2 月 15 日（日）朝刊 

 



大分合同新聞 2015 年 2 月 24 日（火）朝刊 

 



大分合同新聞 2015 年 3 月 17 日（火）朝刊 

 



【大学COC事業】連携推進会議を開催

(2014/11/01)

�NBUは、文部科学省平成26年度「地（知）の拠点整備事業（Center of Community:大学COC事業）」
に選定され、自治体を中心に地域社会と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進
める「地域のための大学」として様々な取り組みを行っていくことになります。

�10/29事業の推進にあたって、本学と連携自治体である「大分県」「大分市」「豊後大野市」の各部
署との実質的な連携協力体制の構築が不可欠であるため、その第1回目となる会議が本学にて開催
されました。�

��������������

           � ��

 平居学長（写真左）から開会にあたり、挨拶と出席された方々へ今後の協力のお願いが、吉村学長室
長（写真右）から、本学大学COC事業の概要説明や達成目標、今後のスケジュール等について説明が
行われました

�その後行われた意見交換では、各自治体の出席者から今後の活動にあたり示唆に富んだ意見や期
待を多数頂戴することができ、本格的に地（知）の拠点としての動きが始まりました。今後の取り組
みについては随時お知らせして参ります。

�また、大学COC事業キックオフシンポジウムとなる「チャレンジOITA人材育成フォーラム」が11
月11日（火）ホルトホール大分で行われます。詳しくはコチラをご覧下さい。→ チャレンジOITA人
材育成フォーラム

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?14128284146536


【大学COC事業】キックオフシンポジウム開催のお知らせ

(2014/11/12)

「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」キックオフシンポジウム

チャレンジOITA人材育成フォーラム2014

地方の高校・大学で求められるアクティブラーニング地方の高校・大学で求められるアクティブラーニング
〜 地域で活躍できる若者を育てるために必要な教育改革 〜〜 地域で活躍できる若者を育てるために必要な教育改革 〜

  少子高齢化に伴う社会の活力低下や地域コミュニティの衰退、都市と地方の格差拡大、さらには
グローバル化による産業構造の変化や自然災害の脅威など我々を取り巻く情勢は刻々と変化してい
ます。
そのような中、日本文理大学は、文部科学省「地（知）の拠点整備事業（Center of Community：大学
COC事業）」に選定され、様々な地域課題を乗り切るために必要な豊かな心と専門的課題解決力を兼
ね備える「地域創生人材」の育成を地域との実践的協働活動により目指しています。
大学COC事業キックオフシンポジウムとなる本フォーラムでは、「地方創生」を先取りし、地方の課
題が山積する中で活躍できる若者を育てるために、高校や大学の現場で必要となる“教育”を理解
し、その教育を実現するための取組みや教育手法を議論することで、高校・大学・社会が接続してい
くための教育改革の方向性を共有することを目的とします。

http://www.nbu.ac.jp/topics/archives/forum2014.pdf


【プログラム】【プログラム】

◆主催者挨拶13：00
 平居 孝之（日本文理大学 学長）

◆基調講演13：10
「教育に求められている変容：若者を育てるアクティブラーニング
�溝上 慎一氏（京都大学 高等教育研究開発推進センター 教授）

◆基調報告14：25
「熊本における地域と協働した高校生教育の可能性」
�八木 浩光氏（一般財団法人 熊本国際交流振興事業団 事務局長）

◆パネルディスカッション15：05
「これからの地方の人材に必要な中等・高等教育と社会の接続をどう実現するか？」
�コーディネーター：成田 秀夫氏（学校法人河合塾 教育研究開発本部 開発研究職）
�パネリスト：
�溝上 慎一氏（京都大学 高等教育研究開発推進センター 教授）
�佐藤 茂氏（大分県立大分豊府高等学校）
�吉村 充功（日本文理大学 人間力育成センター長）
�日本文理大学 代表学生

◆閉会16：40



【大学COC事業】キックオフシンポジウム開催

(2014/11/12)

�11/11「 チャレンジOITA人材育成フォーラム2014」が大分市のホルトホール大分で開催され、
地域住民、産業界、教育関係者など約200名の方々が熱意溢れる基調講演、報告、デスカッション等
を聴講されました。
NBUは、文部科学省「平成26年度 地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」に選定され、そのキック
オフシンポジウムとして、「地方の高校・大学で求められるアクティブ・ラーニング〜地域で活躍で
きる若者を育てるために必要な教育改革」をテーマに、『地方創生』を先取りし、地方の課題が山積す
る中、活躍できる若者を育てるために、高校や大学の現場で必要となる“教育”を理解し、その教育を
実現するための取り組みや教育手法が議論されました。

����������������� ���������������

�主催者を代表して挨拶をされる平居学長「少子高齢化、グローバル化の進展等、これから変化す
る社会構造に対して重要なことは『人間力教育』であり、主体的学習教育の中にどのように取り入れ
ていくか、地方創生人材育成を切り口に、大分での地方創生、高校、大学、社会が協働しての教育に
ついて、若者と共に未来を生きるためどのような意識を持ち、行動を起こしていくか考えたい。」と
開催主旨が述べられました。

　 　

�基調講演「教育に求められている変容：若者を育てるアクティブラーニング」と題して、京都大学
高等教育研究開発推進センター教授�溝上�慎一氏が講演され、日本が近代化するにあたって学校教
育は第二ラウンドに入り、その具体的なイメージとして廃校寸前だった離島の高等学校に今は生徒
たちが多く集まってきている事例が紹介され、「学校」は職業選択をするうえで重要な媒体であり、
地域創生の鍵となることを、豊富な情報と調査を基に講演していただきました（写真上左）。



�基調報告「熊本における地域と協働した高校生教育の可能性」では、一般財団法人熊本市国際交流
進行事業団�事務局長�八木 浩光氏から、熊本県における地域と協働した取り組み「国際ボランティ
アワークキャンプ in ASO」の概略、歴史、成果について、参加した高校生が“先生から教えてもら
う”姿勢から“自分たちで考える”姿勢へ意識の転換が見られる等の報告がありました（写真上右）。

��������������� 　

 パネルディスカッション「これからの地方の人材に必要な中等・高等教育と社会の接続をどう実現
するか」のテーマでは、高校、大学現場で行われている取組みが紹介され、それを踏まえたディスカ
ッションが行われました（上写真）。NBUからは、実際に地域での様々な活動に参加している工学部
情報メディア学科2年川口 顕さんから自身が参画したプロジェクトと、そこから学んだこと、活動
に参加することで地域に対する意識が変わったことなどを力強く報告しました（下写真）。

���������������

　 　

 �閉会にあたり、参加した方々への謝辞を述べる橋本経営経済学部長（写真上左）

�今回のフォーラムで基調講演、パネルデスカッション等に参加していただいた方々。(写真上右）
左から平居学長、成田 秀夫氏（学校法人河合塾教育研究開発部 開発研究職）、八木 浩光氏（一般財団
法人 熊本市国際交流振興事業団 事務局長）、溝上 慎一氏（京都大学 高等教育研究開発推進センタ
ー教授）、川口 顕さん（工学部情報メディア学科2年生）、  佐藤 茂氏（大分県大分豊府高等学校教
諭）、吉村 充功 人間力育成センター長



 NBUは、大学COC事業で掲げた目標に向け、地域を志向した教育カリキュラム体系へと全学的な再
編を行い、社会貢献活動との有機的接続、それに基づく研究プロジェクト活動の推進を実現する地
（知）の拠点として、地域力の向上につながる取り組みを今まで以上に推進していきます。



「“大地”と“生きもの”シンポジウム」に教員、学生が参加

(2014/11/19)

�11/1おおのエイトピア（豊後大野市総合文化センター）で開催された「“大地”と“生きもの”シンポ
ジウム」に教員、学生が参加、聴講しました。

�第一部「ジオパーク」の可能性を考えると第二部“生物多様性”と“地域経済”を考えるで構成され、
ジオパークに認定された豊後大野市の取り組みや、工学部建築学科�杉浦教授がコーディネーター
を務めたパネルディスカッション「生物多様性と持続可能な地域づくり」が行われ、生物多様性保全
と地域経済の関わりについて熱心な議論が交わされました。

��   

「  おおいた豊後大野ジオパーク※認定後の取り組み」、バーチャルジオツアーでは、豊後大野市の
認定ジオガイドや姫島村の職員から地域の特色、歴史、見所などを方言も取り入れられながらユニ
ークな語り口で報告され、大分県立三重総合高校・農業クラブ代表「豊ジオ探検隊」から次代を担お
うとする意気込みが感じられる発表がありました。（写真上）

※おおいた豊後大野ジオパーク：ジオパークとは地球科学的に見て重要な地形、地質を含む自然に
親しむ公園の意。大分県では「おおいた豊後大野」、「おおいた姫島」が日本ジオパークに認定されて
います。

                                 

 基調講演「生物多様性保全と地域経済の関わり」では、アメリカ・イエローストーン国立公園で現地
コーディネーターも務めるスティーブ・ブラウン氏が自身の体験から、豊後大野市における地域資



源の活用、経済波及効果等を、流暢な日本語と絶妙な語り口で紹介されました。(写真上）

��������������

���    �  

�シンポジウムのコーディネーターを務めた建築学科・杉浦教授。（写真上左）NPO法人おおいた水
フォーラムの運営委員、祖母傾ユネスコエコパーク推進協議会会長でもあり、持続可能な地域づく
りのための実践的研究に携わっています。

�パネルディスカッション「生物多様性と持続可能な地域づくり」では、基調講演を行ったブラウン
氏をはじめ、各地で様々な取り組みを実践されているパネリストの方々から、事例をはじめ、体験に
もとづいた意見が交わされ、豊後大野市の方々は勿論、本学学生たちにとっても、今後の取り組みに
多くのヒントをいただくことが出来たようです。（写真上右）

�������������

�閉会の挨拶をされる橋本祐輔�豊後大野市長（写真上）。長時間に渡ったシンポジウムに最後まで
参加していただいた会場の皆様への謝辞と、西ナイル熱を媒介する蚊が天敵とする微小な虫が、30
年前祖母傾山系で発見されている事例を紹介し、貴重な生物資源がねむる自然生態系を宝として情
報共有を図りながら次世代に繋いでいくこと、市民の方々と共に街創りを進めていく決意を述べら
れました。

 NBUは今年2月、豊後大野市と包括連携協定 を締結し、�工学部建築学科ではワークキャンプ等を同

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?139322625827191


市で実施。地域の保全活動等に従事することで、地域が抱える諸問題の改善、解決のため、学生たち
が学ぶ専門分野をどう活かしていくのか考え、実践に移す取り組みが始まっています。������

又、「平成26年度地（知）の拠点整備事業〔COC〕」に選定されたことに伴い、地域志向科目、「地域づ
くり副専攻、正課外活動等の取り組みを推進し、地域の方々の協力もいただきながら、様々な課題解
決型の学修を行うことになっています。�

������������������

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?14063378138989


「おおいた版チャレンジアワード」地域資源（自然・文化）を教育に

(2014/12/19)

�文部科学省が推奨する※「青少年体験活動奨励制度」。その大分版としてNBUでは、大分の恵まれ
た自然環境をフィールドに人間力育成を目的とした「おおいた版チャレンジアワード」を実施してい
ます。

�「おおいた版チャレンジアワード」には自然体験、運動体験、教養体験、奉仕体験の4領域の体験活
動があり、夫々の活動を一定期間継続した実績に応じて、その達成を記念する修了証（アワード）が授
与されることになっています。NBUの学生有志は、既に様々なボランティア活動や地域活性化プロ
ジェクト等に携わることで、地域の活動に参加する意義や、歴史を背景として培われてきた伝統・
文化に目を向ける意識が芽生えてきています。⇒ 地域活動紹介イベント紹介

①今回は自然体験活動として2泊3日（12月24日〜26日）のスケジュールで、世界農業遺産にも登
録された国東半島の歴史的文化遺産を巡り、地域に根付いた伝統・文化を肌で感じ、その歴史的意義
を感じ取ってもらう内容となっています。活動に参加している学生と本活動奨励制度アドバイザー
資格をもつ職員2名が照恩寺をかわきりに、某飲料メーカーのCMにも登場した富貴寺や両子（ふた
ご）寺を経由し、最終目的地である宇佐神宮まで1日約30kmを自転車で走破する予定です。

②�①と同じく自然体験活動として、1泊2日（12月25、26日）の日程でおおいた豊後大野ジオパー
クに認定された豊後大野地域を巡るコースも実施される予定です。

�クリスマスの真っ只中、師走の風を受けながらも、あえて自転車での国東半島、豊後大野の地域
を巡る自然体験活動に挑戦する学生たち。通常では得られない貴重な体験を積んでほしいもので
す。

※青少年体験活動奨励制度：青少年（対象14〜25歳）の様々な体験活動へのチャレンジを奨励する
ための仕組み。文部科学省委託事業「体験活動推進プロジェクト」として一般社団法人�教育支援人材
認証協会が受託し、制度設計が進められています。「自然体験、運動体験、ボランティア体験、教養体
験」の4領域の体験活動を総合的に一定期間継続した実績に応じて、修了書（アワード）を文部科学省
から青少年に授与される制度です。

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?14174326328720


若者が地域を考える“おおいた版チャレンジアワード”を実施

(2015/01/09)

�身につけた知識を如何に活用できるか。その能力が重要視されている中、文部科学省は「青少年
体験活動奨励制度」を推奨しており、委託事業として『体験活動推進プロジェクト』の制度設計が一般
社団法人�教育支援人材認証協会によって進められています。

「青少年体験活動奨励制度」�には自然体験、運動体験、ボランティア体験、教養体験の4領域の体験
活動があり、夫々の活動を3ヶ月又は6ヶ月、1週間に1時間以上実施し、継続した実績に応じてブロ
ンズ、シルバー、ゴールドの3段階で、その達成を記念する修了証（アワード）が授与されることにな
っています。

�今回NBUで実施した自然体験活動には、ブロンズの認証取得条件である1泊2日（12/25〜26）
の行程で豊後大野市の普光寺磨崖仏をスタートし、原尻の滝、沈堕の滝、手取蟹戸（てどりがんど）等
を経て、豊後大野市役所をゴールとするおおいた豊後大野ジオパークを自転車で巡るコースと、シ
ルバーの認証取得条件である2泊3日（12/24〜26）の行程で、国東の照恩寺をスタートし両子寺、
富貴寺等を経由し、国宝・宇佐神宮をゴールとする六郷満山文化を肌で感じるコースがあり、�両コー
スに参加した学生たちは、1日約25kmに及ぶ行程に耐えうる体力トレーニングや、事前調査、準
備は勿論のこと、地理、歴史、文化的背景から訪れる地域を考え、臨みました。

 �豊後大野のジオパーク※を自転車で巡る旅（H26．12/25〜26）

　

普光寺・磨崖仏にて（写真上）��������������原尻の滝にて（写真上）

　



�神楽会館にて。迫力のある神楽写真の前で（写真上左）。夕食時：宿泊場所にて、自炊の様子。（写真
上右）

　

ポイントで休息を取る学生たち（写真上左）。ゴールの豊後大野市所にて、市役所の方々が出迎え下
さり、労いの言葉を頂きました（写真上右）。

ジオパーク※：ジオパークとは地球科学的に見て重要な地形、地質を含む自然に親しむ公園の意。
大分県では「おおいた豊後大野」、「おおいた姫島」が日本ジオパーク委員会から日本ジオパークに認
定されています。

�国東の歴史を感じる寺を自転車で巡る旅※（H26．12/24〜26）

　 　 　

�初日、照恩寺をスタートした学生たちは、国宝両子寺を目指し走りました。昼食はポイントで取
っていきました。温かいお茶が疲れを癒してくれます。（写真上）

  ��

 急勾配の坂道を登る。事前のトレーニングが役立ちます（写真上左）。富貴寺にて（写真上右）



  �� ��

寒風にもめげず疾走する学生たち、もう一息！（写真上左）�最終日のゴール国宝・宇佐神宮でのショ
ット。一人ひとりに役割を達成した満足感が伺えます。（写真上右）

�国東半島宇佐地域※：近代化の進行により、消失しつつある伝統的農業や農村文化、土地景観、生
物多様性などの保全を目的として、国連食糧農業機関（FAO）から世界農業遺産に認定されていま
す。

�参加した学生からは「寒い中での体験活動でしたが、自転車での移動ですぐに体も温まり、汗をか
くほどでした。途中足がつる状況が生じて、歩いたりすることもありましたがゴールしたときに
は、皆が夫々の役割を分担して完走できた達成感で一杯になりました。」との感想が聞かれ今回の自
然体験活動を通して、事前準備を含めた行程計画、実際の時間配分、移動経路の確認、記録とそれら
を統括するリーダー等夫々の役割を分担し、所期の目的を達成できたことそして、自分たちが生活
を営む大分県の自然、文化遺産等を巡りながら得ることのできた“気づき”が、これからの学修を深
めるための貴重な経験となったようです。参加者のこれからの成長が楽しみです。



株式会社 豊和銀行と連携協力協定締結

(2015/01/26)

1/23「地域のための大学」「地（知）の拠点」としての大学づくりを進めるNBUと、「地域に貢献し、真
に必要とされる銀行」として取引先に対する円滑な資金供給と良質な金融サービスを充実させ、地
域経済の活力向上と地域の発展に貢献しようとする『株式会社 豊和銀行』は地域発展に向けた人材
育成の取り組みを中心に、中小企業事業者の創業、新事業や経営改善の支援等について相互に連携
を強化し、地域経済の活性化に寄与することを目的として、連携協力協定を締結。その調印式が執
り行なわれました。

�����������������

連携協力協定にあたり堅い握手を交わす株式会社豊和銀行�権藤取締役頭取（右）と平居学長（左）

���

       

  平居学長から「地域の企業と協力してこそ、地域に役立つことができると思っています。我々にな
い大分県下での組織力をもって、ご支援をいただき、今後の取り組みが地域文化になるように連
携、協力して育んでまいりたい。宜しくお願いします。」との挨拶に続き、権藤取締役頭取から「地方
創生の根本は人材育成と思っています。中小企業の方々と取引がある私たちのプラットフォームを
如何に学生の人材育成に結びつけるか、そして地域の方々の人材育成、事業への貢献につなげれる
か、ある意味橋渡しを行い、地域事業の発展に寄与するため重要な役割を担っていくことに身の引
き締まる思いです。宜しくお願いします。」との力強い挨拶をいただきました。

�この度の提携を契機に、地域密着型金融機関である株式会社�豊和銀行と、地域をフィールドに教
育を実践す NBUの双方の強みを活かし、学生教育をはじめ、地域発展に向けた人材育成の質的な充



実につながることが期待されます。

【今後期待される連携取り組み】

・地域企業と連携した、実践型教育による学生教育による学生教育や教育研究活動の推進。���������
・研究成果の普及と地域発展に資する人材育成の取り組み促進。����������������������������
・公開講座・体験教室の開設など地域住民や子ども達への学習機会の提供。��������������������
�・中小企業事業者への創業・新事業支援及び共同技術研究の実施。



【工学部】ものづくり魂“もの魂（コン）”発揮！

(2015/01/27)

�NBU工学部では学生たちが、各種コンテスト、競技会に挑戦することで、ものづくりへの情熱を持
ち、目標を達成する毎に技量やものづくり魂“もの魂（コン）”を高めていけるよう、内容を審査した上
で助成を行う 「ものづくりコンテストチャレンジ」 を行っています。

�「ものづくりコンテストチャレンジ」にエントリーしたチーム中、昨年12/5〜6沖縄海洋ロボット
コンテスト・プレ大会（小型高機動ROV部門）に長崎大学工学研究科との合同で出場した機械電気工
学科・稲川研究室の小型高機動ROVチームが最優秀賞、12/20，21北九州学術都市体育館で行われ
た第1回トマトロボット競技会に出場した機械電気工学科・武村研究室のNBU農業ロボット開発チ
ームが3位入賞と夫々成果を収めました。

　 　

�写真上：各々のコンテストに出場にあたり、昨年11/20学内で開催された「ものづくりコンテスト
チャレンジ」でプレゼンテーションを行う稲川研究室・小型高機動ROVチーム（左）と武村研究室・
NBU農業ロボット開発チーム（右）。

�【小型高機動ROVチーム】

　 　

�写真上：沖縄海洋ロボットコンテスト・プレ大会で最優秀賞を受賞した小型高機動ROVチームメ
ンバー（左）とコンテストに出場したROVとコントローラー（右）。

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?14152472649822
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�写真上：水中で稼働中のROV(遠隔操縦型水中ロボット）同タイプの小型水中観測機が国土交通省�
次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会が公募した「ロボット技術・ロボットシステム（水中
維持管理）」に於いて「現場検証対象技術として決定」され今後の研究の進展が期待されています。⇒
詳しくは コチラ

【NBU農業ロボット開発チーム】

 � 　

�写真上：第1回トマトロボット競技会三位に入賞したNBU農業ロボット開発チーム（左）。地元新
聞社の取材も受けました。（右）

����������������

�写真上：トマトの模型を収穫するトマトロボットアーム部。エアーコンプレッサーを使用しクリ
ーンエネルギーでアームを動かすのが特徴。農業用ロボットは、人の労働の補助的役割を果たす上
で自律化が課題になっていて、今後は自律化に向けてその機構の導入を図る予定で、どのように手
が加えられるか注目されます。  

�この他にも、昨年夏、 第10回能代宇宙イベントで初優勝 を飾ったCANSATプロジェクトチームが
3月種子島で行われる競技会に、電気自動車の Pico-EV大会で2連覇達成中のPico-EVチームが3月
東京で行われる大会に向けて準備を進めており、情報メディア学科学生で構成されたチーム「Mak-
iSIM」が、ビジネスプランとしても有望であれば事業費も提供されるというTech Planグランプリ
に、又唯一女子学生のみでチームを組んだ航空宇宙工学科「チーム航空」がロボット相撲競技に夫々
出場を予定しています。

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?14123081302919
http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?14085065575888
http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?139381650823041


�各種コンテスト、競技会に挑戦することで、ものづくりへの情熱がかき立てられ、更にその輪が拡
大していくことを願ってはじめられたこの試み、“もの魂（コン）”の発揚が技術立国ニッポンの伝統
を守り続けるに違いありません。�あなたもNBU工学部でものづくり魂、そして腕に磨きをかけてみ
ませんか？



【大学COC事業】キックオフ講座・活動報告会を開催

(2015/02/06)

�NBUは、文部科学省「地（知）の拠点整備事業」に選定され、地域課題である少子高齢化社会を豊か
に乗り切るために必要な豊な心と専門的課題解決能力を兼ね備える「地域創生人材」を地域実践を
通じて育成すると同時に、地域課題解決による地域力の向上を目指した事業展開をしています。

�今回の講座、報告会では、新年度から本格化するNBUの両地区での住民の皆様と学生との協働で
の地域づくりを可能性あるものへと模索してまいります。

【佐賀関地区キックオフ講座】�詳しくは コチラ  �����������������������������������������������チャレンジOITA地
域創生人材講座2015in佐賀関
日時：平成27年2月14日（土）13：00〜16：00
会場：佐賀関公民館2階�研修室1・2
          （大分市佐賀関1407番地の27   佐賀関市民センター内�℡097-575-2557）
主催：日本文理大学�
テーマ：地域創生人材の育成で佐賀関地区を元気に！

【豊後大野キックオフ講座】詳しくは コチラ  �����������������������������������������������������������������チャレンジ
OITA地域創生活動報告会2015in豊後大野
日時：平成27年2月21日（土）13：00〜15：40
会場：豊後大野市役所本庁舎1階�保健センター（豊後大野市三重町市場1200番地）
主催：日本文理大学�
テーマ：豊後大野市での学生教育・研究活動の成果を地域住民と共有し地域の発展性を探ろう！

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?142318528228356
http://www.nbu.ac.jp/topics/archives/bungoono.pdf


【大学COC事業】地域創生人材講座を佐賀関で開催

(2015/02/27)

2/14大分市佐賀関公民館で「地域創生人材の育成で佐賀関を元気に!」をテーマに地域住民、学生が
参加した地域創生人材講座が開かれました。

 

���������������①����������������������������②

 　

���������������③�����������������������������④

 ①ワークショップに先立ち、「地域の魅力・資源を学生たちの教育に活かし、地域の課題解決に取組
む大学改革を行っていくにあたり、佐賀関地区を一つのフィールドとして様々な取り組みを行わせ
ていただきたい。地域の方々と学生たちとの思いを共有して、今日は地域で活動する最初の場とさ
せていただきたい。」と人間力育成センター長�吉村教授から開催にあたり、挨拶が行われました。

�②、③佐賀関地区のこれからについて議論する前に、「ゲームで学ぶマネジメント入門」と題し
て、経営経済学部長�橋本教授が、参加者の緊張をほぐすワークショップを交えたレクチャーを行い
ました。  ④参加者は、自己紹介をニックネームで行い、名札を作成しました。



　

��������������⑤�����������������������������⑥

⑤、⑥�橋本教授から「チームとは何なのか？この研修の後必ず活かしていただきたい。理解した知識
を実際にいかせるかがポイントです。」とワークシップの狙いが話され、チームで何事かを行って
いくためには、他のメンバーの力を借りることが大前提となり、その人は一体何ができるのか、相手
の専門性や知識を理解した上で協力を求める、それを実体験できるチームマネージメントゲームが
行われました。

�ゲームの後は、感想を記録する振り返りシートを各自で記入をしていきましたが、チームに貢献
できた、熱中できた、結果に満足している等の項目でポイントが高いことが“強いチーム”の表れと
聞き、思わず納得です。又、物理的距離、心理的距離についても触れ、チームマネジメントのレベル
を上げるための4つのポイント、目標、役割、対人関係の質、手続き等も紹介され、チームで事を成し
ていくために必要なことを実感していきました。

   

�������������⑦�����������������������������⑧

�⑦、⑧第一部でグループ内の雰囲気も和んだところで第二部のワークショップでは、「これからの
佐賀関地区の活性化を考えよう」をテーマに、吉村教授からNBU学生が佐賀関地域で行ってきた
事例の紹介や、実際に地域資源を活用しての自由な発想で、佐賀関地区を元気にするアイデアをグ
ループ内で出し合うことを促され、地域住民、学生の皆さんはアイデアを付箋に書き留めて地図上
に張り出していく作業を行っていきました。�



  

�������������⑨�����������������������������⑩

�⑨地域の地図上に張られたアイデア満載の付箋。⑩夫々のグループから、地域活性化のアイデア
を発表。今ある地域の資源、海、施設、食べ物、史実等を活用した案やSNSを使った情報発信につ
いて、多くの意見が奔出した感がありました。

�最後のまとめとして、吉村教授は、「時間が限られていて、不十分な点もあったと思いますが、学
生目線でのアイデアを聞いていただけたのではないでしょうか。今回で終わりということではなく
て、今後いろいろな活動を行っていく糧になればと考えています。これからも教職員含めていろい
ろなことを教えていただきたい。」と語り、橋本教授は「事を始めるためには、核となるチームが必要
で、そこにはリーダーがいてメンバーがいる。そこで何かをやろうとする雰囲気を形成していくこ
とが大切です。そこから周囲に運動の輪を広げていく流れが生まれてきます。ベースとなるのがコ
ミュニケーション。本日、ここから動きがはじまったわけですから、地元の方々とともに地域活性化
を進めることができればと思います。宜しくお願いします。」と結びました。

�佐賀関地区でのCOC事業※のキックオフとして位置づけられ開催された今回の講座でしたが、
これから佐賀関地域の活性化のために、わくわくするような取り組みがはじまってきそうです。



【大学COC事業】豊後大野キックオフ講座を開催

(2015/02/27)

�NBU日本文理大学では、平成26年度 文部科学省「地（知）の拠点整備事業」に選定され、取り組み
課題である “地域課題である少子高齢社会を豊かに乗り切るために必要な、豊かな心と専門的課題
解決力を兼ね備える「地域創生人材」の育成” に向けて、選定された7月以降、今年度も数々の取り組
みを行ってきました。（取り組み内容は⇒ こちら ）

�その事業におけるキックオフの位置づけとして、2月21日（土）に連携自治体の一つである豊後大
野市（市役所本庁）を会場に、「チャレンジOITA地域創生活動報告会2015in豊後大野」と題し、住民
の方々へ学生・教員から教育・研究・社会貢献（学生正課外）活動についての報告会を行いました。

�はじめに平居学長より、豊後大野市には、本学航空宇宙工学科の実習施設となる大分県県央空港
エクステンションキャンパスもあり、NBUの第2のキャンパスでもあること、また、今回の大学COC
事業の連携自治体としても、今後ますます学生の活動の場となることが予想されるなど、“大分
県”を学びのフィールドとして今後本学の活動が深まっていくことや、報告会開催の御礼も含め、主
催者として挨拶がありました。
その後、NBU大学COC事業推進責任者である吉村教授より、地域に愛着を持ち住民の方々と助け合
いながら地域の課題に取り組み、解決方法を見つけて行く人材を、地域と協働で育成したいことな
ど、大学COC事業の目指している方向性などについて、 基調報告が行われました。

　
����〔主催者挨拶をする平居学長〕������������ 〔基調報告する吉村教授〕

�続けて、学生・教員から合計8件の豊後大野の地を取り上げた研究・活動の成果発表報告が、1回約
20分（15分発表、5分質問・回答）サイクルで行なわれました。（報告内容・テーマ等については⇒ こ
ちら ）

�最初に学生が報告した、河川プールがある「ふるさと体験村」の魅力向上策については、実地調査
や外部アンケート集計結果・分析と、学生たちが考える改善策・魅力向上案の提案（学生主体のイベ
ント実施、プール隣接公園の遊具設置など）がありました。
それに対し、河川プール管理運営に携わる方から具体的な実施案（どんな学生イベントが良いと思
うか？遊具とはどの年齢を対象としたものが良いか集計等で分かっているか？など）について質問が
あり、「今後も若者の意見を参考にしたい。」といった言葉もありました。

http://www.nbu.ac.jp/topics/topics2_d.php?14063378138989
http://www.nbu.ac.jp/topics/archives/bungoono.pdf


　
��〔活動内容を発表する学生〕��������� 〔地元市民の方をはじめ、約60人が参加〕

�成果発表の後には、大学の正課外（授業以外の時間を活用した）学生活動の報告として、人間力育
成センター・髙見副センター長より、文部科学省委託事業「体験活動推進プロジェクト：青少年体験活
動奨励制度（チャレンジアワード）」における、豊後大野での”おおいた版チャレンジアワード”につい
て報告がありました。
その体験活動内容と、それが学生たちにどのような影響を与えたか。活動を通して住民との相互理
解が深まることや、頭で考えるだけでは得られない様々な気づきなど、これからますます活動が進
む中、地域の方々が学生にとって 「良き空間と時間を与え、仲間となっていただける存在」 であるこ
となど報告しました。

　〔活動報告する髙見副センター長〕

�最後に豊後大野市長・橋本氏より講評をいただき、  「連携自治体として学生が様々な体験をしな
がら育つことで、地域住民も得るものが多いと思います。また若者が居場所を見つけ、生きる力を
つける場として豊後大野をフィールドにしてもらえることを嬉しく思っています。」  とのお言葉を
いただきました。
そして、大学から島岡大学教育長より、研究等に関してデータ提供等をいただいたことなどに対し
ての御礼と、今後、今回の研究等を地域に還元できるように更に発展させていくためのご協力をお
願いし、報告会を終了しました。

　
〔講評をいただいた豊後大野市長・橋本氏〕��〔御礼とご協力のお願い：島岡大学教育長より〕



�今回、豊後大野市役所本庁の講座会場までの廊下には、本学の人間力教育や大学COC事業に関す
るパネル（新聞記事等）の掲示をさせていただき、報告会の参加者以外の市役所を訪れた方にも大学
COC事業等の活動を知っていただける機会となりました。

　

�今年度キックオフフォーラムや講座を行っているNBUの大学COC事業は、来年度（2015年度）か
ら本格的に展開をしていき、地域で育てた学生を地域の発展のために返すよう取り組んでいきま
す。

 



「道の駅」連絡会と基本協定を締結

(2015/03/16)

�旅先で、ふと立ち寄ってしまう「道の駅」。今や全国で1，000駅を超える規模となっています。行
く先々での特産品や、農産物等の発見、人々との触れあいは、またとない地域資源・魅力の情報発信
源となっています。様々な人や物が行き交う地域での重要拠点「道の駅」、今後地域の活力の担い手
となる人材育成の場としても期待が高まっています。

�全国「道の駅」連絡会が中心となり、全国の各大学と各「道の駅」を、つないでいくことによって、お
互いのニーズにあった取り組みが実施され、地域外の学生との交流も進み、新たな価値の創造が図
られることが期待されています。3/16大分県では初の締結となる 『「道の駅」就労体験型実習に関『「道の駅」就労体験型実習に関
する基本協定締結式』する基本協定締結式』 が佐伯市役所で開かれ、全国「道の駅」連絡会会長の代理として九州・沖縄
「道の駅」連絡会会長である西嶋�泰義佐伯市長と平居孝之学長が協定書に署名。協定が締結されま
した。

����

�(写真上）協定が締結され、堅い握手を交わす西嶋�泰義�佐伯市長（右）と平居�孝之学長。���������こ
れから、大分県内の「道の駅」とNBUとのマッチングが図られ、様々な取り組みが進捗していくこと
で、全国の「道の駅」への展開へと活動の拡がりが期待されます。



大分県信用組合と連携協定締結

(2015/03/24)

平成27年3月24日（火）、本学情報センター7階　第2会議室において、大分県信用組合と連携協
定を結びました。

　

これまで本学と大分県信用組合は、ともに「けんしん大学」運営やインターンシップ、キャリア
教育など、様々な面で互いに協力しながら地域経済の発展に向けて取り組みを進めてきました。

今回の連携協定は、「地（知）の拠点」としての大学づくりを進める本学にとって、従来の産学
連携に地域に密着した金融機関を加えた「産学官金」との連携が重要と考え、「地域密着型金融
機関」として大分県全域に支店網があり、幅広い活動を通じて地域の発展に貢献されている『大
分県信用組合』と実質的・発展的連携をさらに進めるために協定締結を行いました。

　
挨拶をする平居学長�����������������挨拶をする吉野理事長
  
大分県信用組合・吉野理事長から「大分の地域を興す仕事を一緒にできることに職員一同、感激して
います。大分の地域発展のために寄与したい。」との挨拶に続き、本学・平居学長から「地域に貢献し
ている大分県信用組合と連携できることは大変ありがたい。実際に効果ある取り組みにつなげた
い。」との力強い挨拶をしました。



今回の連携を契機として、地域密着型金融機関として企業や行政機関とのネットワークを持たれ
ている大分県信用組合と、地域をフィールドに恵まれた教育環境を活かした教育を実践する日本
文理大学の双方の強みを活かし、本学学生教育をはじめ、地域発展に向けた人材育成の質的な充
実につながることが期待できます。

【今後の連携取り組み】
地域発展に向けた人材育成の取り組みを中心に、地元中小企業の創業・経営革新支援・専門家派
遣、地域資源を活用した観光振興並びに新事業支援・定住促進支援等について相互に連携を強化
し、地域経済の活性化を目的に実施。





【購入図書リスト】	 

1. 『ロングテール‐「売れない商品」を宝の山に変える新戦略』アンダーソン・クリス	 (著)・	 

Chris	 Anderson	 (著)・篠森	 ゆりこ	 (翻訳)（2014）早川書房	 

2. 『政策リサーチ入門―仮説検証による問題解決の技法』、伊藤修一郎（2011）東京大学出

版会	 

3. 『グラミンのソーシャル・ビジネス	 世界の社会的課題とどう向き合うか』大杉卓三/アシ

ル・アハメッド	 (著)（2012）集広舍	 

4. 『エスノグラフィー入門	 <現場>を質的研究する』小田博志	 (著)（2010）春秋社	 

5. 『地域を変えるデザイン――コミュニティが元気になる 30 のアイデア』筧	 裕介	 (監修)・	 

Issue+design	 project	 (著)（2011）英治出版	 

6. 『ソーシャルデザイン実践ガイド―地域の課題を解決する 7つのステップ』筧裕介（2013）

英治出版	 

7. 『ソーシャルデザイン	 (アイデアインク)	 』グリーンズ	 (編集)（2012）朝日出版社	 

8. 『イノベーションの最終解』クリステンセン・クレイトン・M	 (著)・スコット・D・アンソ

ニー	 (著)・エリック・A・ロス	 (著)・櫻井	 祐子	 (翻訳)（2014）翔泳社	 

9. 『イノベーションの達人!―発想する会社をつくる 10 の人材』ケリー・トム	 (著)・ジョナ

サン	 リットマン	 (著)・Tom	 Kelley	 (原著)・Jonathan	 Littman	 (原著)・鈴木	 主税	 (翻訳)

（2006）早川書房	 

10. 『リバース・イノベーション』ゴビンダラジャン	 ・ビジャイ(著)・クリス・トリンブル	 

(著)・渡部	 典子	 (翻訳)（2012）ダイヤモンド社	 

11. 『ソーシャルデザイン 50 の方法	 -	 あなたが世界を変えるとき』今一生(著)（2013）中央

公論新社	 

12. 『スモール	 イズ	 ビューティフル』シューマッハー・F・アーンスト(著),・小島	 慶三	 (翻

訳)・	 酒井	 懋	 (翻訳)（1986）講談社	 

13. 『THIS	 IS	 SERVICE	 DESIGN	 THINKING.	 Basics	 -	 Tools	 -	 Cases	 ー	 領域横断的アプローチ

によるビジネスモデルの設計』スティックドーン	 ・マーク(著)・ヤコブ・シュナイダー	 

(著)・長谷川敦士	 (監修)・武山政直	 (監修)・渡邉康太郎	 (監修)・郷司陽子	 (翻訳)（2013）

ビー・エヌ・エヌ新社	 

14. 『FabLife	 ―デジタルファブリケーションから生まれる「つくりかたの未来」	 (Make:	 

Japan	 Books)	 』田中浩也	 (著)（2012）オライリージャパン	 

15. 『世界を巻き込む。―誰も思いつかなかった「しくみ」で問題を解決するコペルニクの挑

戦』中村俊裕	 (著)（2014）ダイヤモンド社	 

16. 『貧乏人の経済学	 -	 もういちど貧困問題を根っこから考える』バナジー・アビジット・V	 



(著)・	 エスター・デュフロ	 (著)・山形浩生	 (翻訳)（2012）みすず書房	 

17. 『政策立案の技法』バーダック・ユージン	 (著)・白石	 賢司	 (翻訳)・鍋島	 学	 (翻訳)・南

津	 和広	 (翻訳)（2012）東洋経済新報社	 

18. 『コ・イノベーション経営:	 価値共創の未来に向けて』プラハラード・C・K	 (著)・ベンカ

ト・ラマスワミ	 (著)・有賀	 裕子(翻訳)（2013）東洋経済新報社	 

19. 『ラーニング・レボリューション――MIT 発	 世界を変える「100 ドル PC」プロジェクト』

ベンダー	 ・ウォルター、チャールズ・ケイン（著）・ジョディ・コーニッシュ（著）・ニ

ール・ドナヒュー（著）・松本	 裕	 (翻訳)（2014）英治出版	 

20. 『インサイドボックス	 究極の創造的思考法』ボイド・ドリュー	 (著)・ジェイコブ	 ゴール

デンバーグ	 (著)・Drew	 Boyd	 (原著)・Jacob	 Goldenberg	 (原著)・池村	 千秋	 (翻訳)（2014）

文藝春秋	 

21. 『世界一大きな問題のシンプルな解き方――私が貧困解決の現場で学んだこと』ポラッ

ク・ポール(著)・東方	 雅美	 (翻訳)（2011）英治出版	 

22. 『なぜデザインが必要なのか――世界を変えるイノベーションの最前線』ラプトン・エレ

ン	 (著)・カーラ	 マカーティ	 (著)・マチルダ	 マケイド	 (著)・シンシア	 スミス	 (著)・北

村	 陽子	 (翻訳)（2012）英治出版	 

23. 『システム×デザイン思考で世界を変える	 慶應 SDM「イノベーションのつくり方」』前野

隆司	 (著)・保井俊之	 (著)・白坂成功	 (著)・富田欣和	 (著)・石橋金徳	 (著)・岩田徹	 (著)・

八木田寛之	 (著)（2014）日経 BP 社	 

24. 『「ソーシャルデザイン」の教科書』村田智明（2014）生産性出版	 

25. 『ソーシャルインパクトー価値共創(CSV)が企業・ビジネス・働き方を変える』玉村	 雅敏	 	 

(著,	 編集)・横田	 浩一	 (著)・上木原	 弘修	 (著)・池本	 修悟	 (著)（2014）産学社	 

26. 『実践ソーシャルイノベーション	 -	 知を価値に変えたコミュニティ・企業・NPO』野中	 郁

次郎	 (著)・廣瀬	 文乃	 (著)・平田	 透	 (著)（2014）千倉書房	 

27. 『世界で最もクリエイティブな国デンマークに学ぶ	 発想力の鍛え方』クリスチャン・ステ

ーディル	 (著)・リーネ・タンゴー	 (著)・関根光宏	 (翻訳)・山田美明	 (翻訳)（2014）ク

ロスメディア・パブリッシング	 

28. 『ワーク・シフト	 ―	 孤独と貧困から自由になる働き方の未来図』リンダ・グラットン	 

(著)・池村	 千秋	 (翻訳)（2012）プレジデント社	 

29. 『CEO から DEO へ	 -	 「デザインするリーダー」になる方法』マリア・ジュディース	 (著)・

クリストファー・アイアランド	 (著)・坂東智子	 (翻訳)（2014）ビー・エヌ・エヌ新社	 
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